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注1

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

広島国際大学健康科学部

注3
大学番号:私立284

注2

届出

(注) 1

2

「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

大学院の場合は、表題を「00大学大学院 」と記入してください。...

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し,その下欄に

()書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

例) 00大学△△学部口口学科

(旧名称:◇◇学科(平成◇◇年度よの学科名称変更))

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例)

・大学の設置の場合:「00大学」

・学部の設置の場合:「00大学△△学音田

・学部の学科の設置の場合:「00大学△△学部口口学科」

・短期大学の学科の設置の場合:「00短期大学△△学科」

・大学院設置の場合:「00大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合:「00大学大学院 00研究科」

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合:「00大学大学院 00研究科 00専攻(修士課程)」

・通信教育課程の開設の場合:「00大学△△学部口口学科(通信教育課程)」

大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和2年度の履行状況

報告書の提出について(依頼)」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。
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調査対象大学等の概要等

( 1 ) 言窒^^

学校法人常翔学園

大学名
広島国際大学

調査対象大学等の位置

〒739-2695

広島県東広島市黒瀬学園台555番地36

対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を()書きで記入してください。

対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

ください。

管理運営組織

職名 変更状況 考
号JI,

備

理事長

(2)

(3)

(注)

(4)

置時

(クレテツオ)

久禮哲郎

(平成26年1月)

(ヤケヒロマスヒデ)

焼廣益秀

(平成27年11月)

(タナカヒデキ)

田中秀樹

(令和2年4月)

(コサカテツヤ)

小坂哲也

(令和2年4月)

学部長

学科長等

「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

()書きで記入してください。

(伊D 令和元年度に報告済の内容→(元)

令和2年度に報告する内容→(2)

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載(昨年度までに報告

された記があれば、そこに赤字で見え消し修正)するとともに、上記と同様に,「備考」に変更理由等を

記入してください。

大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記してください。



(5)調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

を定めている組織ごとに記入してください(入試(注)当該調査対の学部の学科または研究科の専攻等、定
区分ごとではありません)。

:^■^オ" ιコー 工こ いい ノ、 、、.

目^ ^.:工゛ ゛

を追加してくたさい.
B^.^^ ξ、

^
54" 28 2

完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。(修業年限が4年以下の場合には欄を削除し、
5年以上の場合には、を設けてください。)

留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留'格(いわゆる

「留学ビザ」)により、我が国の大学(大学院を含む。)、短期大学、高等専門学校、専修学校(専門課程)

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記してください。

短期交換留学生など、定内に含めていない学生については記入しないでください。

(5)一①調査対象学部等の名称等

時の計画設調査対学部等の学位又は学科
考備

名称(学位) の分野 入学定 入学定一修業年限 収容定

康科学部
医療福祉学科 社会学・社会

福祉学関係 4001004

学士

(医療福祉学)

(注)定を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を()書きで記入してください。

基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和0年度から学生集停止(予定)」と記載してくださし
「学位又は学科の分野」には、「認可申請」又は「設届出」の「教育課程等の概要(別記様式第2号
(その2の1))」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

(5)一②調査対象学部等の入学者の状況

報告年度の5月1日現在の"報を記入してください。(過年度については、各年度末時点の"報として記入してください。)

()内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、 a D きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。該当がない年度には

「ー」を記入してください。

、でください。
暑

[]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「ー」を記入してください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期(春入学以外の学期区分を設けている

場合)に分けて数値を記入してください。 ^ 「ーして

ください。また、その他の学期に入学定を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。
^「入学定超過率」については、 して

占上ください。なお、計の際はハ占上 2、、'してください。ノ、

「平均入学定超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定超過率の平均を記入してください。

旨にしてください。なお、完成年度を越えて報告を提出する大学等は、

報告年度(令和2年度)から起した修業年限に相当する期間の入学定超過率の平均を記してください。

「開設年度から報告年度までの平均入学定超過率」は、完成年度を越えて報告を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「ー」を記入してください。

.

0.49

令和6年度

季入学モの他の学期

0.49倍

区分

対象年度
平均入学定
超過率

A

令和2年度

入学定

春季入学その他の学期春季入学モの他の学期春季入学モの他の学期春季入学モの他の学期
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(5)一③調査対象学部等の在学者の状況

学年

対年度令和2年度令和3年度令和4年度令和5年度令和6年度

春季入学モの他の学期季入学モの他の学剛季入学モの他の学期季入学モの他の学期季入学モの他の学期

49

⑨臼[ ][]1 ][][][][][]

(・)(→ ()()()()()()

1年次

2年次

3年次 ][

4年次

49

升 ][ ][ ][[ 9 ]

)( )(() )(

・令和2年5月1日公表

(注)報告年度の5月1日現在の情報を記入してください。(過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。

[]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「ー」を記入してくださし

"してください。該当がない年には「ー」を記入してください。()内には、 こつい

'してください。その際、備考に人数の内訳を記入してください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期(春季入学以外の学期区分を設けている

場合)に分けて数値を記入してください。 ■^ 「一善して

ください。また、その他の学期に入学定を設けている場合は、備考にその人数を記入してください。
^

「計」については、 を記入してください。
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(5)一④調査対象学部等の退学者等の状況

区分

対象年度

令和2年度

在学者数(b)退学者数(a)

令和3年度

49 人

令和4年度

人

入学した年度

令和2年度

令和2年度

令和3年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和2年度

0人

内訳

人

人

令和5年度

退学者数

うち留学生数

人

人

令和6年度

人

主な退学理由
(留学生の理由は[]

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

人

(注)・数字は、報告年度の5月1日現在の数宇を記入してください。

・各対象年度の在学者数については、対象年度の人數を記入してください。{ 、、、゛.、 L1 、

・内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、{ こつい のの

・在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学'欲の低下(0人)」というように、その人数も含めて記入してください

(記入項目例)・就学,欲の低下・学力不足・他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

・家庭の事情・除籍・就職・学生個人の心身に関する事 ・その他

(5)一⑤調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和2年度】

令和2年度の退学者数(ヨ)

計

人

き)

人

人

0人

令和2年度の在学者数(b)

【令和3年度】

令和3年度の退学者数(a)
令和3年度の在学者数(b)

【令和4年度】

令和4年度の退学者数(a)
令和4年度の在学者数(b)

【令和5年度】

令和5年度の退学者数(a)
令和5年度の在学者数(b)

【令和6年度】

令和6年度の退学者数(.)

してくだ

令和6年度の在学者数(b)

占上ノ、(注) ノ、 占工

0 %

「ーー、「・

「ーー、「・

「ーー、「・

「ーー、刀・
2 六されます。

人
人
人
人
人
人
人

0

人
人
人
人
人
人
人

0

人
人
人
人
人
人
人
人

人
人
人
人
人
人
人
人

=
0

94

合

=

=

=

=

=

=

=

=

=



2 授業科目の概要

<健康科学部医療福祉学科>

(1)-1 授業科目表

【認可時又は届出時】

料目
区分

アカデミックリテラシー

チユートリフル

専門携磯演冒1

門携苔礎演冒"

専門携趣合演習1

専門携趣合演"

授業科目の名称

地域創生と危機管

デジタルコミユニケーション

データサイエンス 1

英語コミュニケーション1

英語コミュニケーション"

英語リーディング 1

英話リーディング"

スポーツ学

スポーツ実習1

小計(巧料目)

スタンダード科目合計 05科目)

中国語1

中国語"

ドイツ距 1

ドイツ語」1

小計(4科目)

プログラミング1

小計 0科目)

哲学

文学

配当年次

1前

1前

1前・後

1前・後

?・3・'前・談

?・3・'前・後

位融

自教

由授

任教等の尻

1前・後

請助助

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前・後

1前・後

師教手

兼4

兼4

兼3

蓋1

兼ι

田匿凋阿囲囲回^■武翅
■^四四■■^■工四

兼1

蓋1

■^回■■■■■^
後■^■■■■^■匡回
■^■■■■■■^

兼1

兼1

兼1

■^回回■■■■^

兼1

兼1

兼】

兼3急 0 0 00

兼1

兼】

兼1

兼1

兼1

兼1

兼3

兼4

■^■■■■■■^

【令和2年】

'学

芸術学

文化人顯学

小計(5科目)

日本国憲法

紐済学

匿史学

政治学

小計(4科目)

銃計学

数学礎

敵学

?

兼1

兼1

合計(4側目)

兼1

剥目
区分

? 3耕・後

2 3前・後

? 3前後

2 3前・後

蓋5

化学

生物学

馴学実験.

斜学実験b

小計(8科目)

鍵日本語表現法
^
コミユニケーション詮^

小計口科目)

R■■dlnι' wrltl"ι

英語プレゼンテーション

検定英語

グローバル化と人間1

グローバル化と人間b

小計(5科目)

データサイエンス"

データ

プログラミングn

小計(3科目)
体保 スポーツ実冒11
青健 小計 0料目)
文人
人間と文化.化間

人間と文化、

小計口科目)

人間と社会.

人間と社会、

小計口科目)

人間と自然.

人間と自然h

小計 n料目)

撒美ゼミ

小計 U料目)
オ旬学生特例科目
プ 社人日本事情急

会間日本惰b
小計 n料目)

日本諾 1バグ
ルロ 日本語"

小計口料目)

オプション科目合計(44料目)

1・? 3盲1

アカデミックリテラシー

チユートリアル

尋門 演習 1

専門 演昔"

合演冒1門

携総合演冒"専門

授業料目の名称

2 3前後

を 3盲1・後

13酔後

を 3前・後

2 3酢・後

学

1・3前

2・3前

2・3前

2・3前

地域創生と危

デジタルコミュニケーション

データサイエンス 1

英語コミユニケーション1

英語コミユニケーション11

英語リーディング1

英語リーディング"

スポーツ学

スポーツ実冒1

小計 U5科目)

スタンダード科目合計(15科目)

中国話1

中国語"

ドイツ語 1

ドイツ語"

小計(4科目)

ブログラミング 1

小計 U科目)

哲学

文学

?・J前 径

才・3前 後

1・3前・糧

1・1前・後

兼1

配当年漢

後?・3前

後? 3前

1・3前 後

?・3前 径

?・3前・後

?・3前・後

1 3前 後

径?・3前

1前

1前

1前・後

1前・後
2・3・'前・後

ユ・3・'前・後

位数

前・後

専任教等の配置

自教

司^罰■■■皿■^
四^■囲四00■区図

由授

体保
官健

立人
化間

1前・後

1・?・3前

1・1・3前

1・ユ・3朗

1・2・3前

請助助

?

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前・後

1前・後

師敦手

人関と社会.

人聞と牡会力

小計他料目)

人閏と自然.

人閲と自然b

小計他科目)

教養ゼミ

小計 0科目)
オ冒学生特倒料目
プ 牡人日本情急

会間日本情b
小計 n利目)

バグ日本距1

ル〒日本語"
」、計(2料目)

オブション科目

凋囲冒皿囲■皿■■
2・3前

?・3前

?・3前
1・1・3前

1・1・3前

凋囲冒皿島目■皿■

■^回■■可■阿に罰
四^■四0匪吾■■区囲

兼1

兼1

兼1

兼1

■^■■■■■■エヨ
後■^■■■■■■区回
■^■■■■■■^

兼1

兼1

兼1

証^■回■■■皿^

豊1

豊1

兼1

■^■■■■■■^
兼1

兼1

兼1

熱1

兼1

兼1?

兼3

兼4

皿^■■■四回■^

'学

妄術学

文化人顕学

小計(5科目)

日本国憲法

経済学

厘史学

政治学

小計('科目)

銃計学

数学基礎

數学

物理学

化学

生物学

科学実験.

科学実験b

小計住科目)

日本語表現法

コミュニケーション詰

小計他科目)

R.adl"'ι曹"tln'

英語プレゼンテーション

検定英語

グローバル化と人間a

グローバル化と人間b

小計(5科自)

データサイエンス"

データ解析

プログラミング11

小計 G科目)

スボーツ実冒"

小計 0科目)

人間と文化.

人閏と文化b

■^■■■■■■^
兼1

豊1

兼1

兼1

000

0 00

000 00

後

後
後

慢

兼1

1・1・3前・後

1・?・3前・後

1・? 3前.後

小計他科目)

1前・後

粧3前

3前 後

1前・後

1 を・3前・後

1・?・3前・後

■^■■■■四皿^

1 ・を

1 ・?

1 ・ 1

1・ユ・1前

■^回回■■■血匡鬮

1・2・3蔚・後

凋肌Ⅱ■胴
1 ・?

皿^阿■■回四■区ヨ
後■^■■■■■■区口
■^回■■■■■区司

1・2・3前・後

1・ユ・3前・征

0 兼'

豊2

豊?

兼2

0 豊3

兼'

0 兼'

皿回朋皿閲■
柊謂凋■冒囲皿■■冒団
■^■■■回■■匡亜

搖謂凋■冒冒目目圃画囲
■^匪血■四■■厘ヨ

・・・・・・皿■暦回Ⅱ皿盟■■
血^証■■■■■鹿ヨ

謠謂凋圃酉囲皿■匪■■
■^■■■■皿■^

凋囲冒冒囲■暦目■
1・?・3前

1・?・3前

兼
任
・
蕪
担

准
教
授

選
択

必
修

ス
タ
、
ノ
ダ
ー
ド
駒
目

豊
任
・
兼
担

後
蜑
蜑
後
径

一
瑚
殉
m
瑚
瑚

准
教
授

後
後
後
後

選
択

必
修

?
ー
ー
ー

2
 
1

後
檀
後
後
後
後
後
後

一
浦
瑜
瑚
浦
m
浦
m
m

グ
ロ
ー
バ
ル
翰
学
人
聞
と
文
化

オ
プ
シ
ョ
ン
(
ペ
ー
シ
ッ
ク
)

オ
プ
シ
ョ
ン
科
目

後
後
後
後
後

一
^
^
^
m
m
-
m
m
揃
一
m
-

人
間
と
人
間
と

絶
合
グ
ロ
ー
バ
ル

報
学

人
間
と
社
会
人
間
と
自
然

牡
会
自
然

オ
プ
シ
ョ
ン
(
ヘ
ー
シ
ッ
ウ
〕

オ
プ
シ
ョ
ン
(
ア
ド
バ
ン
ス
ド
)
オ
プ
ン
ヨ
ン
一
ア
ド
バ
ン
ユ
ド
〕

オ
プ
シ
ョ
ン
料
目

3
 
3
 
3

2
 
2
 
2

ー
?

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

グ
ロ
ー
バ
ル
報
学
人
間
と
文
化

オ
プ
シ
ョ
ン
(
ベ
ー
シ
ッ
ウ
)

オ
プ
シ
ョ
ン
科
自

一
一

0
1
0

血
団
■
囲
四
■
四
■
■
■
語

回
■
■
■
■
■
四
■
■
■
■
■

昏
皿
■
盟
■
皿
■
■
■
皿
阿
■

Ⅱ
■
■
■
■
■
■
冒
皿
匡
■
証

皿
■
■
■
回
冒
回
■
■
囲
■
囲

回
囲
■
冒
四
回
■
囲
■
冒
■
囲

皿
冒
回
冒
回
冒
■
冒
■
冒
四
四

血
■
■
■
■
■
■
囲
■
囲
盟

皿
■
■
■
■
冒
■
■
■
■
■
四

人
間
と
牡
会
人
問
と
自
然

オ
プ
シ
ョ
ン
(
ヘ
ー
シ
ッ
ク
〕

総
合

嘔
鹽
蔚
前
3
3

.
彊

一
姉
揃
一

人
間
と
人
間
と

報
学

ロ
ー

社
会
自
然

オ
プ
シ
ョ
ン
(
ア
ド
バ
ン
ス
ド
)
オ
プ
ン
ヨ
ン
一
ア
ト
バ
ン
ユ
ド
〕

オ
プ
シ
ョ
ン
料
目

総
合

一
一

3

和
和
黙
脚
細
燃
細

m
川

豊
嘔

一
川
川

?
?



目
性
坐
畏
堅
皿
U

ε
ε
ε
皿

鴇
,
[
,
t
[
t
[
ミ
,
,
t
t
z
z
z
t
t

ε
Z
1
電
ε
Z
Z
1
ε
Z
1
ι

Z
 
z
 
z
 
t
 
z
 
t
 
1
 
t
 
t
 
ι
ι
 
1
 
t
 
ε
 
Z

醐
肌
朝

.
r
Z
ι
脚
醐
悼
蝉
馴
脚
馴
悼
岬
坤
蝉
脚
t
嘘
坤
坤
悼
坤
蝉
岬
坤
皿
馴
蝉
脚
脚
開
岬
.
鰯
蝉
「
蝉
坤
嘘
叫
蝉
導
嘘
皿
悼
導
導
皿
蝉
騨
蝉

:
:
.
■
:
:
:
'
■
:
:
■
:
:
■
:
:
■
■
 
1
 
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ト
覗
提
覗
孤
我
碇
貌
覗
覗
鴫
弛
覗
.
膨
覗
覗
覗
覗
覗
美
弛
弛
弛
鴇
慕
覗
尋
義
・
孤
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗
覗

義
憂
浪
川

砲

覗

重

t
蝉
哩
哩
覗
導
岬
蝉
哩
蝉
蝉
Z
岬
脚
脚
瑚
脚
脚
t
ε
C
蝉
蝉
蝉
岬
哩
哩
岬
岬
岬

Z
,
,
Z
1
1
ι
ι
1
ー
ー
Z
{
1
Z
Z
1
1
Z
Z
1
1
Z
1
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z

目
惟
裟
畏
僻
盟
U

Z
Z
Z
Z
Z
Z
ι
1
ー
ー

Z

目
世
誉
美
鼎
羽
U

自
恬
涯
晃
呈
鵡
嵜
軸
獣

甚
消

藝
蔓
蔓
婆
婆
著
消
藁

Ⅲ
Ⅱ
 
1

基
果
義
卜
磯
覗
美
孤
甚
磯
砲
覗
覗
覗
弛
砲
.
、
砲
甚
覗
覗
覗
孤
覗
砲
覗
弛
砲
覗
覗
覗
覗

ε
Z
1
電
ε
Z
Z
1
ε
Z
1
i

,
,
Z
ι
【
ー
ー
ι
1
ι
Z
1
1
Z
Z
ι
ι
Z
Z
1
1
Z
1
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z

目
帷
涯
美
殉
U

Z
Z
Z
Z
Z
Z
1
ー
ー
ー

悼
脚
蝉
馴
悼

夢
:
:
:
:
:
蝉
:
:
:
岬
鮒
岬
:
:
:
:
.

t
t
t
t
t
t
t
t
z
t

Z

碧
鶏
鶚
鴫
義
纂
鶚
義
弛
義
.
尋
覗
覗
覗
畢
晃
;
;
.
美
弛
弛
弛
浪
義
覗
覗
覗

Z
 
Z
 
Z
 
ε
 
Z
 
t
 
1
 
t
 
t
 
1
 
ー
ー
電
ε
 
Z

目
世
W

目
吋
漬
畏
牙
尋

【
ι
Z
t
ι
Z
ι
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z

[
t
E
t

{
Z
{
1
Z
Z

目
憾
型
融
刷

旦
惟
豐
畏
僻
鵡
糊
雌
批

蔓
蔓

目
世
靭
刷
章

苓
蔓
蔓
纂
纂
蔓
蔓
蔓

卓

Z
 
Z
 
Z

蔓
,
ε

.
岨
蝉
[
馴
胆
覗
馴
岨
開
岨
岨
岨
叫
導
馴
導
脚
岨

・
貌
覗
貌
覗
義
覗
磯
鴫
覗
覗
覗
磯
覗
鴫
覗
覗
覗

図
世
"
目

憂

Z
ι
1
Z
Z
Z
Z
Z
1

,
ε
ε
t
ε
ミ
,
,
[
ε
Z
z
z
t
t

鶚
苓

峯
蔓
弛
覗
覗

琴
覗
義
甚
鴇
義
義
覗
覗
尋
.
覗
覗
覗
覗
覗
覗
;
;
;
覗
覗
尋
覗
鴫
覗
畢
覗
覗

Z

Z
Z

捌
仰

鵠
昼

甲
目
吾
導

酔
磁

雨
蔓
・
ヨ
藝

Z

Z

目
世
」

目
仕
豈
畏
遜
R

!
1
Z
ε
1
Z
1
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z
Z

9
[
t
t
ε
ミ
ε

薯
薯
纂
蔓
纂
纂

ι
1
ー
ー
ー
,0

目
雌
甚
導
U

爾
慕
・
ヨ
蔓

月
憾
酸
安
制
重

Z
 
Z
 
Z

司
世
g
目

岬
岬
蝉
岬
岬

覗
蔓
覗
覗
覗

纂
藝

Z
Z

牙

排
鼎

印
目
配
導

僻
碑

Ⅲ
Ⅱ
 
1

匹圃四四四四四■^■
1藝

1弊

1藝

1贅

1慕

飾ι

悼ε

蝉t

閣t

(目憾 9t)」ι、11

聖 Ⅲι4卵避

1ιι閑畜圃

1 ιι卵罰

ι4血蝋峯赦マ倒'U

Ⅲ昌葦聖U

"昌U

¥U
^
栽U

投栽U

U 民恥与栽投

gl"融昼U

¥1"甜鼎篁U

日 11甜侵

"甜襲 ¥

革

革

斈

革

案

*

1纂

歴工血■■■■■^■
9

ι蔓

0霸0

剰科

¥室原凹

匪冨■■囲囲四■巨浬■
1藝

1贅

1瀧Z

鼎

鼎 Ⅲ

鼎

呈

帽'専

1憂瑳

襄

暫'襄峯

11蝦料くE4一ι冒τミこ

1蝦箸くE4一ι冒τミこ

乳→式ゞム*と靭U

畢如密幅窒七蛙4-=f14門

覗式蛙4-'r1スVrl

"Φ廻U

羽

Φ

.

Φ誰

遼 判電Φコ1粂マ

拝、f (目古'61)

軸 民¥鞠奇

Ⅲヨι且葦如奇嚇

n台黛且奮鞠奇軸

1 僻民葦如奇嚇

軸 且Ⅲ

恥噛奇畏剛善軸獣 艮

嫉如奇畏屋鵡苛軸獣 且

軍呈畢Φ肆劇軸獣 /C

青墾

WY4ーム,1i'4-/、

"晃?巡RU苞

1畏?遜R斜莅

盈

削9血目悼峯蕎撃9Φ目世奪蕎

溺囲

如健さ砲主訓?刃

ビコーム奇

ビスーム違

朝降胞寄鼎蛋?奇斈,'拝コ1

油陣N影知逸・み;?奇革住'伴=1窒進

Φ゛

酒佛鼎革本目舞呈刺マ吾斈1'拝:1

"畢昌馴嵜 U才奇斈9'拝二1暴

1如昌剃嵜阻Uマ奇斈二

羊富県四

1纂

1鶚

匪圃■■■囲囲■^四
1鶚

ι導

【朝毒Z畦島】

(目惟 gt)↓呈、レ

Ⅲιι卵進聖

Ⅱιι卵迎罰

1ιι嗣奉罰

U ιι血猷峯叙マW'

Ⅲ昆葦NU

U胆 "巻葦

U

U ・▼凱 11

U

1展恥与蒜U

引"融宗羽U

¥1"敵宗 U

911融宗旦U

¥11匙鼎

融鼎

呈

呈 密革

吾斈呈革

1蝦碆吾斈鼎事

帽1珊Π1 蔓壽襄峯

1葺帯11呂嫉壽荘峯

"畿*凝峯

1唄鬻'凝峯

"蝦運ι七 E4一ι=τきヒ

1 蟻革ιく星 4-』ン=τミヒ

乳→七ゞム土△

梨如寄嘩宴くを4-lr14/1

嵐く E4-'r1コVrl

"卓舞ψ習U

受印習U

¥1宰血胸U

竜融男血卦マ0

ιι中非叫冨

盈@非叫冨

誤盈Φコ」盆マ襲箸

拝、レ (目惟61)

献出 昆葦吻奇弄蚤

葦物奇晃鵡淘

献出 ¥蜘吾昇鵡鶴

僻呂¥蜘吾突鵡嵜献出

嚇獣 Ⅲ駆廂吾畏鵡劃 11

嚇出 鵡鶴 邑嫉備

1昆嫉備吾畏鵡劃献凪

寸'Y4密革呈畢血身嚇出

"Yスー4マ詔醐,'卯=1異闘鶴献

IYスー兵?湘碑,'加=1畏弱岩献

θ11即@物獣マ盈●畏鵡嵜嚇出

¥11即Φ物奇堤畔?盈a畏鵡岩献

θ1即Φ如奇堺酎?肌盈@晃鵡鶴嚇出

¥1即Φ物笹坂甫?盈●晃鵡岩嚇出

IW章1即竪Φ如擡僻畏爵嵜戯出

"吾革マ皿訂Φ鵡ぎ嚇出

鵡鶴嚇出 吾革マ

古撃

嚇凪 宙筆 1 事昇!

尋尋 呈愉雄學

Ⅲ台座昌葦慱苗學漉W笹畏遜脊

"件目ι葦笥苗蠏泌如笹尋堅遜祥

1台旦ι昆牽愉苗堺碆如吾尋遜脊

11昆黙出箸如笹異遜轟

獄夢 1昆嫉

革ぎ

11宝 瓢

解斈

尋割

型鞠

開

尋 11

尋

黒裂才醜Φビ晃

畏 亜祥畏鼎マ

梨"才

"マ拘

望? W堀 11

刷碑 マ

裂 梨 9

鞄 ¥

堀 9享? 寧

塀"マ契

遜

詳撃n詑嬰融マ凄鱗血Y斜

闘 (目憾9)

迩

窮券李窒・*罰

刷Y4ーム,1r'4-K

"畏マ亭昇斜笹

1畏僻マ尋昇U笹

'Y

Ⅱ

才翆

9Ⅱ

奇坂 Ⅱ

奇城 g

¥1即Φ噛畜田?肌盈Φ

{U章1扇妥Φ鞠奇捻酎

11奇斈マ三

圭導如

ι贅

窒

鞠卯血

1迩尿Φ呈マ苗撃嚇出

(目七'OD +t、fJ

民¥苞學酔仰笹畏僻号R

Ⅲき畔昆葦苗蝦軒如吾畏剛遜昇

苗蝦軒物奇弄僻遜R "食肝

1台易ι昆峯物鼈學瓣仰吾畏慨遜昇

恥學昇如吾晃遜易

1昆嫉豐軒何吾弄僻弓昇

罰団田糊事蓋

溺団百鵬女馴?胞瓢催副

ビスー兵奇斈縛祥

ビスー兵巡罰鵡岩

N降皿糊呈弔マ轡斈9'拝二1鼻謝望易

軍牌晃影知逸・専而マ奇斈,'樺二」短逸●

(わ゛1α

溺侮鼎斈本目暑劇?奇運Q'催二」星是

"溺畔剃嵜刃Uコ奇斈,'駆ユ1肆開豊

1畢畔耐嵜刃Uコ吾軍を'罫:1抹物豊

岩遜尋

嵜遜R

罵裂?酢●ビスー兵突

亜H畏凱?襄簡ι1突僻

"系卒?熨盈血吸僻禽*

1斈!享?池●N堅鞠窮

刷輩?扇受印噛奇凌段

W皐マ受仏仰轡坂僻

θ11畢享?脚蚕血仰奇坂僻

¥11署¥?覗蚕血鞠轡堺酎

θ1畢享マ明韮血W

¥!署"マ肌重中W吾坂僻

巡尋

諺撃丸翌嬰粥?裏麟●斜Y

(目世9) H寸1

1鶚

歴工■^■■皿皿^■

1蔓

1蔓

1蔓

t婆

匪圃■■■■四■^■
I C,

1 ε

導ヨ署珊 喜凶Φ

匪圃四■■四囲■匪亜■

圭磁甥

向咽物

【獅m倒聿IK揺型詔】

ι蔓

包●導ヨ



【認可時又は届出時】

科目
区分

保宵原理

教宵庫

牡会釣美僅1

保背令

保育の心理学

子ども 援の心理学

子ともの保粒

子とも家庭主擾論

児童文学

子青て支撮

子ともの理と掘動

子ともの健康と安全

子ともの食と栄美

保宵の計と評価

保官内容織諸

保官内客演習 1(健傑)

保背内容凌智"(人間聞係)

保習内容演習Ⅲ(環境)

保育内容演習Ⅳ(言薫)

保育内容演音V (表現)

乳児保育1

乳児保育11

がい児保育

社会的美a"

保青内容のと方庄1

保育内容の理解と方法"

保官内容の理解と方法Ⅲ

母子保矼

病児保官

保訂実概踏

保訂実指 1-1(保育所)

保宵実桁導 1 -2(施設)

保育実習 1-1(保青所)

保宵実 1-2(施設)

保育実誤演冒

柑保宵実 "

保宵実

保官実習指 111

保官実Ⅲ

小計(39科目)

国庶祉

国m医祉演習

牡会相祉法論

楽療法概諸

生Ⅱ晃達心学

岩心理学

牡会諭と社会システム

牡金祉認諸1

牡会祉認論11

織合相祉鵡

ウェルネスピジネス諸1

ウェルネスピジネス詰"

小計(1を料目)

専門 1'

専門演習IB

専門演習 11'

専門演 11B

卒業研空 1

卒禦研宝"

小計(6科自)

専門教官料目合計(146 科目)

(介護技術を含む)介

牡会祉趣合実習

相祉料教官法1

相祉科教官法"

教科及び敦科の指法に聞する料目合計(4 科目)

教青原

教

教斉制度論

学校教青心学

特別支擾教育論

教宵課程諭

謹合的な学習の跨間の指導法

特別活動の指導法

教寳方法論

生徒詮

教斉相肢

導・キャリア教育論

教官実冒(高)

撒註演(高)

教に関,る科目合計(14 科目)

合計口即科目)

授業料目の名称

0

配当年次

1前・

1前・

3前

1 ・ 2

1前

1前

2前

2前

2前

3前

1前

2前

1前

1前

1前

1前

2前

2前

】前

1前

?前

?前

3前

3劾

1前

2前

1前

3前

3前

?前

2前

3前

通

通

4

3前

通

3前・後

3通

位融

必 自教

由授

任教等の配

謂助動

師敦手

【令和2年度】

薫1

料目
区分

賊1

兼1

保育

教育頭

牡会的費 1

保宵岩

保青の心理学

子ども家庭支擾の心理学

子どもの保粧

子ども 擾話

児量文学

子青て主擾

子どもの理解と援動

子どもの健康と安全

子どもの食と栄美

保宵の計と評価

保宵内容謹功

保青内容演習1(健既)

保宵内客演習"(人間聞係)

保宵内容演習Ⅲ(境)

保青内客演冒Ⅳ(言素)

保青内容習V (表現)

乳児保青1

乳児保青"

障がい児保育

社会的養匪n

保斉内容のと方法1

保青内容の解と方法"

保斉内容のと方法Ⅲ

母子保鯉

病児保育

保育実概諸

保育実冒指導 1 -1(保口所)

保育実冒指 1-2(俺設)

保育実 1-1(保宵所)

保育実冒 1-2 (応設)

保育実践演冒

保育実指導"

保青実"

保官笑指導Ⅲ

保育実Ⅲ

小計 B9科自)

国庶祉踏

国惚医祉演習

社金祉法諸

楽法誌

生涯晃違心学

者心理学

牡会理功と牡金システム

牡会祉総諸1

牡金祉鎧諸"

総合祉諭

ウエルネスビジネス論1

ウエルネスピジネス論"

小計(柁料目)

専門演 1'

専門演 IB

専門演冒 11'

奪門・"B

卒業靭究1

卒業勗究"

小計(6斜目)

専門敦寳料目合計(146 科目)

(介護技術を含む)介

牡会福祉趣合実習

祉科教官法1

福祉科教青法"

教科及び教斜の指導法に聞する料目合計(4 科自)

教宵原論

教概

教育制度

学校教育心理学

特別支擾教官酋

教訂諌穆論

隷合前な学習の時間の指導法

特別活動の指導法

教官方法論

生徒診

教青相談

・キャリア教青鵡

撒寳実冒(高)

教実践演(高)

教に関する科目合計(14 科目)

合計(??3 科目)

豊1

授業料目の名称

豊1

後

後

兼1

兼1

兼1

配当年次

単位數

後

後

1前・

1前・

3前

1 ・ 2

】前

1前

2前

2前

2前

3前

1前

?前

1罰

1前

1前

1前

2前
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1前
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?前
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師教手

0 0

兼1

兼1

兼1

兼1

兼1

蕪1

蓋1

兼1

兼1

兼1

孫1

豊1

蕪3

曼3

兼6

0 0

1前

1前

?前

2前

2前

3前

3前

3前

?前

?前

3前

3前

3後

4前

0

306

0

306
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引
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3前
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?前

?前
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3後
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3前
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<医療樗祉学専玻>

【卒業要件】
本大学に4年以上在学し.所定の授科目について、スタンダード科自、オプション科目、門教
目、その他、合計124 位以上を修すること.

【修位の上隈】
1年問に胆修申請できる位数は開位以内とオる.ただし、留学生特例科目及び卒に必要な位
に含まれない科目として申請している科目を除く

【履修方法】
スタンダード科目
必修科目:15 位

卒業件及び段修方法

15 位以上(小計)

0オプション科目

選択科自

(小計)

門教科目
必修科目."単位

(「門基礎科目」1単位、「専科目」10単位)
選択必修科目・38 位

〔「現代社会と福祉 1」2単位、「現代社会と福祉11」2 位、「相談擾助の理論と
「相談擾助の碁磐と門 1」2単位、「相談損助の理詮と方法" A」 2

方法 IA」 2 「相談助の理詮と方法"B」2単位、「相談擾助の基盤と
門 11」2単位、「相談擾助の理論と方法 IB」2単位、「地域福祉の理論と
方法 1」 2 位、「地域祉の理論と方法11」 2 位、「社会保障 1」 2 位、
r社会保障11」 2 位、「高齢岩に対する支擾と介康保険制度 1」2単位、
「高齢者に対する支擾と介謹保険制度11」2単位、「害者に対する支擾と害者自立
支擾制度」2 位、「がいの理解」2 位、「児童や庭に対する支損と児童・家庭
福祉制度」?単位、「保医療サービス」?単位、「利擁雁と成年後見制度」 2 位〕

選択科目 U 位
(「専門基礎科目」「専門科目」から42単位)

8位

8 位以上

(小計)

124 位以上

<医療福祉学専攻>

その他 10単位
オプション科目

【卒要件】
本大学に4年以上在学し、所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目
目、その他、合計124単位以上を得オること

引単位以上

1合計)

【段修位の上隈】
1年間に恩申請できる位数は4ι位以内とする
に含まれない科目として申請している科目を除く.

【履修方法】
0スタンダード科目
必修科目:15 位

12'単位以上

所属学科の専門教音科目、他学科の専門教科目から10単位以上を修得すること

く介

【卒業要件】
本大学に4年以上在学し.所定の授業科目について、スタンダード料目、オプション科目、専門教科
目、その他、合計124単位以上を修得すること

【凪単位の上限】
1年問に履修申請できる位数は朝位以内とする.ただし、留学生特例科目及び卒業に必要な単位数
に含まれない科目として申鯖している科目を除く

【段修方法】
0スタンダード科目
必修科目.15単位

祉学専玻>

卒要件及び履修方法

(小計)

0オプション科目

選択科目:8 位

巧単位以上

(小計)

門敦育科目
必修科目:11単位

(「門碁礎科目」1 位、「専門科目」10単位)
選択必修科目.38単位

〔「現代社会と福祉1」2単位、「現代牡会と福祉11」2単位、「相談損助の理と
方法"AJ?位、「相談損助の基盤と門駿1」?位、「相談擾助の理論と
方法 IA」2 位、「相談擾助の理論と方法11B」2 位、「相談損助の基盤と
門聡IU 2単位、「相談損助の理論と方法 IB」2単位、「地城祉の理論と
方法 1」2単位、「地域福祉の理姑と方法11」2 位、「牡会保 1」2単位、
「社会保 IU 2 位、「高者に対する支擾と介擾保陰制度1」2 位、
「高齢者に対する支擾と介綬保険制度山 2単位、「害者に対する支損と障害者自立

禅§,
支握制度」2単位、「がいの理解」2単位、「児量や家庭に対する支損と児童
祉制度」?位、「保医療サービス」2単位、「権利擁護と成年後見制度」

選択科目・42 単位
(「門基礎科目」「専門科目」から42単位)

(小計)

オプション科目

選択科目.8単位

8 位以上

ただし、留学生特例科自及び卒業に必要な位

15単位以上

(小計)

門教育科目
必修科自:11 位

(「門碁礎科目」1単位、「門科目」10単位)
選択必修科目:56 位

〔「人体の楕造と機能及び疾病」?位、「相談掘助の理論と方法 IA」2 位、
「相肢助の理詰と方法 IB」2 位、「高齢者に対する支擾と介證保険制度 1」
位、「高誹岩に対する支損と介籏保険制度11」2単位、「障がいの理解」2 位、
「児童や家庭に対する支損と児・家庭褐祉制度」2単位、「介護の基本 IA」2 位、

ション技術 1」 1 位、「コミュニケーション技術11」 1 位、「家政学 1」
位、「家政学・習1{栄菱}」1 位、「生活支技術1」2 位、「生活支技術
IU 2 位、「生活支擾技術1"」 1単位、「介護過程1」2 位、「介雁過程"A」
1 位、「介護過程"B」 1 位、「介籏総合・習 1」 1 位、「介種総合演習11」
】位、「介雁実習1」2 位、「介議実習IU 4 位,発達と老化の理解」 2 位、
「認知症の理解」2 「認知症のケア」2 位、「心と体の仕組み」2

急 仲「医療的ケア 1」? 「医療的ケア 1U 2単位、「医療的ケア1"」 1
「生涯曼達心理学」 2 位〕

選択科目:24 単位
(「門碁礎科目」「門科目」から2 位)

8単位以士

門教

(小計)

その他 10 位
オプション科目、所属学科の門教科目、他学科の専門教科目から10単位以上を修得すること

124単位以上(▲計)

91 単位以上

<介護福祉学専攻>

【卒業要件】
本大学に4年以上在学し、所定の授業科目について、スタンダード科自、オプション科目、専門教科
目、その他、合計124単位以上を修得すること.

【履位の上限】

1年問に修申請できる位数は48 位以内とする.ただし、留学生特例科目及び卒業に必要な単位数
に含まれない科目として申請している科目を除く.

【履修方法】
0スタンダード科目
必修科目・15 ・位

(小計)

その他:10 位
オプション科目

91

(合計)

位以上

124 位以上

所属学科の門教科目、他学科の門教科目から10 位以上を修得すること.

15単位以上(小計)

オプション科目

選択科目.8単位

(小計)

門教科目
必修科目・11 位

(「門基礎科目」1 位、「専門科目」10 位)
選択必修科目:56 位

(「人体の構造と機能及び疾病」?位、「相談撮助の理話と方法 IA」2 位、
「相談握助の理詮と方法 IB」2 位、「高齢者に対する支擾と介鐙保険制度 1」
位、「高齢者に対する支撮と介腫保険制度11」2 位、「がいの理解」2 位、
「児や庭に封する支擾と児庭祉制度」2単位、「介段の基本IA」2 位、
「介辰の基本 IB」2 位、「レクリエーション活動掘助法」1単位、「コミュニケー
ション技術 1」 1 位、「コミュニケーション技術IU 1単位、「家政学論 1」
2 位、「家政学・習 11栄】」1 位、「生活支損技術1」2 位、「生活支損技術
IU ?位、「生活支技術1山 1単位、「介護過程1」2 位、「介護過程"A」
「介護過程"B」 1 位、「介綬総合演習 1」 1 位、「介護総合・習11」

位、「介腫実習1」?位、「介捷実習11」4 位、「発遅と老化の理解」 2 位
「認知症の理解」2単位、「認知症のケア」2 位、「心と体の仕組み」2 位、
「医的ケア 1」2 位、「医療的ケア1U 2単位、「医療的ケア11U 1 位、
「生涯発達心理学」 2単位〕

選択科目:2'位

(「門礎科目」「専門科自」から2'位)

8単位以上

(小計) 91単位以上

0その他:10 位
オプション科目、所属学科の 教科目、他学科の門教育科目から10 位以上を修得すること.

(合計)



<保育福祉学専攻>

【卒件】
本大学に4年以上在学し.所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、門教科
目、その他、合計124 位以上を得すること

【履修位の上限】
1年間に修申請できる位撤は48 位以内とする.ただし、留学生特例科目及び卒業に必要な位数
に含まれない科目として申請している科目を除く.

【履修方法】
スタンダード科目
必修科目:15 位

卒業要件及び履修方法

15単位以上(小計)

0オプション科目

選択科目:8 位

(小計)

専門教科目
必修科目:11 位

(「専門基礎科目」1 位、「門科目」10 位)
選択必修科目.50単位

〔「現代社会と褐祉1」2 位、「保原理」2単位、「教原理」2 位、
「児と家庭に対する支掘と児童・家庭祉制度」2 位、「子て支撮」1単位
「社会的護1」2 位、「保育者論」2単位、「保の'、理学」2 位、
「子ども家庭支援の心理学」?位、「子どもの理解と擾助」1単位、「子どもの保健」
2単位、「子どもの康と安全」1単位、「子どものと栄」2単位、「子ども家庭
支撮詮」2 位、「保の計酉と評価」2 位、「保内客靴論」1単位、
内容演習 1 (康】」 1 位、「保内容演習111人問閲係1」 1単位、
内容演習Ⅲ{境)」1単位、「保内容演習IVI }」1 位、「保

「保内客演習V{表現}」1単位、「乳児保 1」2 位、「乳児保 11」1単位
「がい児保」2単位、「社会的養護11」1単位、「保内容の理解と方法 1」
2 位、「保内容の理と方法IU 2単位、保実習概論Ⅱ位)、
実習指導 1-1【保所H1単位)、保実習指導 1-2(壗設1Ⅱ単位)

実習 1 -2{施般}12 位)〕保育実習 1-1(保所H2 位)、

8単位以上

選択科目

<保育福祉学専攻>

(小計)

【卒業要件】
本大学に4年以上在学し、所定の授業科目について、スタンダード科目、オプション科目、真門教科
目、その他、合計124 位以上を修すること.

位の上隈】
1年間に履申請できる位数は48単位以内とする.ただし、留学生特例科目及び卒業に必要な位融
に含まれない科目として申請している科目を除く

【履方法】
スタンダード科目
必修科目:15 位

30 単位
(「門碁礎科目」「門科目」から30単位)

モの他.10 位
オプション科目、所属学科の専門數科目、他学科の専門教育科目から10単位以上を修得すること

124単位以上(▲計)

91 単位以上

卒業件及び履方法

(小計) 15単位以上

0オプション科目

報告年度の5月1日現在の惰報を記入してください。(過年度については、各年度末時点の情報として記入してください.〕

認可申請杏又は届出書の様式第2号(その2の1)にしじて作成してください.
要」を認してください.各欄の作成方法は「大学の設置に係る提出類作成の手引き」の「教課程等の

「認可時又は届出時」には設置認可時又は届出時の授業科目全て(兼任、兼担教 が担当する科目を含む.)を
黒宇で記入してください.その上で、各年度については、ロ オ' 、、

ー「履修希者がいなかったために ナ' 、

してください.1ペー:ーロ

不要な年度(平成30年度開設であれば平成29年度)の表は適宜削除してください
(2つの衰が1ページに衰示されるようにしてください.)
専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「匪地実務実習」による授業科目には「【臨】」
「携実務演習」による授業科目には「【】」を授業科目の名称の右側に記入してください

選択科目

(小計)

8単位

門教科目
必修科目:Ⅱ位

(「門基礎科目」1単位、「門科目」10 位)
選択必修科目 50単位

〔「現代社会と福祉 1」2 位、「保音原理」2 位、「教原理」2単位、
「児童と家庭に対する支擾と児童・家庭祉制度」2 位、「子て支擾」1単位
「社会的養護1」2 位、「保者詮」2 位、「保の心理学」2 位、

,g'
「子どもの保健」「子ども家庭支擾の心理学」2 位、「子どもの理解と擾助」1

単位、「子どもの健庫と安全」1単位、「子どものと栄 、「子ども家庭
支擾詮」?位、「保の計画と評価」2単位、「保内容鴛論」1単位、
内容演習 1 {健康}」 1 位、「保内容演習111人闇関係}」 1 位、
内客演習Ⅲ1環境}」1 位、「保内容演習IV{}」1 位、「保

「保内容・習V 1表現】」 1単位、「乳児保 1」 2 位、「乳児保育11」 1単位
「障がい児保」2単位、「社会的雁1!」1 位、「保内容の理解と方法U
、「保内客の理解と方法11」2 位、保実習詮Ⅱ位)、
実習指導 1-11保育所】Ⅱ位)、保実習指導 1-21施設}Ⅱ単位)
実習 1-11保所】{2 位)、保実習 1-21座設}1?位)〕

8単位以上

選択科目

(小計)

としてください.
してください.

30 単位
(「門碁礎科目」「専門科目」から30単位)

モの他・10単位
オプション科目、所学科の専門教科目、他学科の専門教科目から10単位以上を修得すること

124単位以上(合計)

91 位以上



(1 -2授業科目表に関する変更内容

【令和2年度】
図るためチュートリアル」の のを 2、の 、

准教授2、師3、助教U に変更。(上原千寿子任教授、梅田弘子任師増)
・教育内容の充実を図るため「門職連基礎演習 1」の任教等の配を「准教授U から
(渡辺晴子任准教授、 任師)^^

^^

・教育内容の充実を図るため「門職連基礎演習11」の任教等の配を「准教授U から
真由子任准教授)(アンドレアスシエラー任准教授、

・教育内容の充実を図るため「地域創生と危機管理」の教等の配を「准教授1、兼6」
(岡田大爾兼担教授、寺隆視兼担教授、梅林兼担准教授、井山慶信兼担講師、大藤
久次弘子兼任教授)
・教育内容の充実を図るため「スポーツ実習1」の担当教員を追加。
(岡本昌規兼担講師増)
・教育内容の充実を図るため「検定英語」の教員等の配を「兼U から「教授1、兼U に変更。
(角山照彦任教授増)
・誤記により「人問と文化a」の任教等の配を「師1」から「准教授U に変更。
・誤記により「教ゼミ」の教等の配を「教授1、師1、兼6」から「教授1、准教授1、兼6」に変更。
・教育内容の充実を図るため「介総合演習 1」の教員等の配を「教授1、講師2」から「教授2、講師2、兼1」に変更。
(飯野矢住代任教授、久保田トミ子兼任教授増)
・教育内容の充実を図るため「介実習 1」の教等の配を「教授1、師2」から「教授2、師2、兼U に変更。
(飯野矢住代任教授、久保田トミ子兼任教授増)
・教育内容の充実を図るため「保育内容演習V (表現)」の専任教員等の配を「教授U から「教授1、准教授1」に変更。
(正司強准教授増)
・教育内容の充実を図るため「国際医療福祉演習」の専任教員等の配を「教授U から「教授1、准教授U に変更。
(アンドレアスシエラー専任准教授)
・誤記によりオプション科目合計の師を「1」から「0」に、兼任・兼担を「兼4 U から「兼29」に変更。

2 (1)-1 授業科目表に記入された各年度における変更内容(配当年次の変更、専任教員等の配の変更、
授業科目名の変更、新規科目の追加など)を箇条きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してくださし
変更内容には、授業科目の未開や廃止については記入しないでください。
不要な年度(平成30年度開設であれば平成29年度)の表は適宜削除してください。

科目

(2)授業科目数

備考

2、助 U から 2、

「准教授2、講師1」に変更。

「准教授3」に変更。

、ら「准教授 1、兼 1 3」に変更。
弘典兼担師、吉川兼任教授、

必修

22

(注)

設

選択

183
科目

記入してください。

時の計画

自由

18
科目

(記入例

科目

計(A)

223

1科目減の場合

科目

必修

22
科目

するとともに、

1)

選択

183

変更状況

科目

0 ]

自由

18

[]内に、設置時の計画からの減を

科目

升

223

暑



(3)

番号

未開講科目

授業科目名

(注) . 配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

.:
オ'い、ゞ、オ、、 オ'ー、こつい二 い^こ

教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。
専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
ください。

単位数配当年次一般・専門必修・選択

(4)

番号

廃止科目

授業科目名

0%

(注) . 設」時の計画にあり、何らかの理由で廃止(教育課程から削除)した授業科目について記入して
ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。
専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
ください。

授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

単位数配当年次一般・専門必修・選択

未開講の理由,代替措」の有無

(5)

該当なし

授業科目を末開講又は廃止としたことによる学生の修への影に関する大学の所見、
学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

(6)「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目(3)と廃止科目(4)の計

設」時の計画の授業科目数の計(A)

廃止の理由,代替措」の有無

(注) . 小数点以下第3位を切り捨て、
「未開講科目と廃止科目の計」
留意してください。

.

小数点以下第2位まで表示されます。
が、「(3)未開講科目」と「(4)廃止科目」の合計数となるように

223

2
3

2
3



3 施設・設備の整備状況,経費

区

11 )

校

区

校舎敷地

運動場用地

門、 計

その他

合 計

地

等

用

213.334.581H

185 687.51n{
189,、闘64§州
399,022.09m
朝31関一94杵'

6,515.89rH

405 537 98nイ
4@今字4'唱3削

専 用

116,024.62rH
キ拝→3子■子削

( 116,024.62市)
4-ー、斗斗^)ー

演習室

2校

内

3教

共

室

4 専任教員研究室

座席致減少は設故等に
冊数 よる閲覧室閉鎖、架増設

のため、(?)
253,643 収納可能冊數の増加は架
宅44q.9§増設のため.(?)

等

用

講

経費の見積りは
学部全体

【教 1人当り薪宜費等】
学部分予変更のため.
(2)
【図請入費】
図館予減少のため. こ
のことに伴う教・研究へ
の支はない.(2)
【設鵡入費】
教窃究環充実のため
(?)

,用るの
学校等の専用

5

86室
94皇

共

新設学部等
の名称

容

室

419室
"3室

用

新設学部等の名称

健康科学部医療福祉学科

完成年度

10,236千円

3,363千円

第6年次

千円

OrH

Orr()

実験実習室

6,515.89州動用地亮却のた
,め.(2)

405,537 98rH
409,146■^

計

11602462州登記上面積の誤差のたOrH
1斗子→.3字円1削め(2)

( 116,024 62市)
州 4一→昇再斜■阿ト

報処理学習施設語学学習施設キャンパス集約に伴う

〔うち外国害〕

図

計

共用する他の
学校等の用

健康科学部
医療福祉学科

学術雑誌

考

262室
2存室

12.904 〔1,65の
1合●49一自再49}、

〔うち外国〕

(12,904 〔1,65の)
412,、949^}、)、

(補助職員人)(補助職員

数室

イ6)図

電子ジャーナル

12,904 〔1,65の
1合■4←自^ト

種

(フ)体

(12,904 〔1,65の)
41合■^〕ー)ー

81 〔3刀
2与43}ー

〔うち外国〕

視聴覚資料

181 B刀}
4選543}ヲー

学部では使変更.
0室用しない部屋であり、
教・研究に支障はな
人)い.②

(8)

経'の見
り及び
雑持方法
の概要

館

分区

教 1人当り研究等

共同研究費等

学生1人当り第1年次
納付金

1,330千円

学生納付金以外の維持方法の概要

機械・器具

81 〔3刀
2与43}ー

室

181 〔3刀}
4含与43}→一

面

(0 〔の)

5m
3,621 311H

636

体育館以外のスボーツ施設の概要積

5,550.52市第2練習場、第3 習場、第4 習場、テニスコート 4面

開設前年度開般年度開設年度完成年度 区分

9.879千円 8495千円190千円
入283千円

1仙'与3手円 144解手円283手円

一千円 3,329千円千円 入費

第5年次第2年次 第4年次第3年次

1,180千円 千円1,180千円1,180千円

私立大学等経常費補助金、補助活動収入等

標

318 〔1〕
313

大学全倖での共用分
・図
Ig7.13?昂
Ig6r腿1鼎
〔30,118吊〕
43鳥斗開足〕ー
共用分PC閃係洋図除箔に
よる註.このことに伴う敷
育・靭究への宣はない.
(?)

1.110種
",6't^

〔'72橿〕
f0 置6C^、

昂融→桓敷に変更nl
広キャンバスでの共用
分
子ジ,ーナル

Ⅱ種
00糧〕

【図喬】
学剥図岳敷の註少は旧版
図書を除籍したため.この
ことに伴う教・研究への
支はない.(?)
【学術蜂註】
教研究環墳充実のため.
(?)
【視聴萪】
表記方法修正のため.(2)
【機器・器具】
教研窒境充実のため.
(2)

本

(注)

{318 【1〕】
、{1〕ー

設時の計画を、申,の様式第2号(その1の1)に準じて作成してください.(複数のキャンパスに分かれている

複数の様式に分ける必要はありません。なお、「(1)校地等」及び「(2)校舎」は大学全体の数字を、その他の
゛

A C 、 い

動用地が校舎地と別地にある合は、その旨(所要時問・距離等)を「考」に記入してください。

「{5)図書・設」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和2年5月1日現在の数を記入してください

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し正するとともに、

その理由及び報告年度「(2)」を「備考」に赤字で記入してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください.

校舎等建物の計画の変更(校舎又は体館の総面の減少、築計画の遅延)がある合には、「建築等計画変更」

を併せて提出してください.

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください.

国立大学については「(8)経の見り及び維持方法の概要」は記不要です.

5,792

4■与E

(0 〔の)

閲

318 〔1〕
313

15,792}
4■朝ト

座席数

{318 〔1〕}
41〕ー

大学全体

5,792
4遍与E

{5.792}
4■49ト

収 納 可

{26}
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4.既設大学等の状況

大学の名称

既設学部等の名称

護学研究科
士前期課程

雁学攻

広国際大学大学院

修業
年限

護学研究科
士後期課程

雁学攻

入学
定員

年

医療・福祉科学研究科
士前期課程

医療工学専攻

編入学
定員

人

広県東広市
黒瀬学園台555番地36

収容
定員

医療・福祉科学研究科
士後期課程

医療工学専攻

年次

人

学位又
は称号

人

医療・福祉科学研究科
士課程

医療福祉学専攻

広呉市広古新開
五丁目1番1号

平成24

平成24

平均入学
定
超過率

医療経営学攻

10

修士
(看棲学)

心理科学研究科
士後期課程

臨床心理学専政

令和2年度
入学定
超過

10

倍

定変
年度
(AC期の
学科のみ)

年度

0.00

博士
(看護学)

心理科学研究科
専門職学位課程

実践臨床心理学専攻

20

0.00

倍

20

0.00

10

0.00

修士
(医療工学)

開設
年度

0.00

薬学研究科
博士課程

医療薬学攻

0.00

広島県呉市広古新開
玉T目1番1号

0.00

年度

所在地

博士
(医療工学)

1.30

0.00

20

平成巧

平成15

1.30

大学院全体

10

1.30

備

修士
(医療福祉学)

修士
(医療経営学)

10

0.66

1 30

平成24

平成24

広呉市広古新開
五丁自11号

20

0.66

考

20

0.00

4

0.30

0.00

広島呉市広古新開
五T目1呑1号

4

平成21

平成21

0.30

博士
(臨床心理学)

卯

0.30

0 30

40

0.20

平成21

平成21

広県東広市
黒瀬学咽台555呑地36

臨床心理士
(専門職)

0.00

0 40

59

0.00

8

0.00

平成21

平成21

平成21

広島県島市
黒瀬学咽台5郭呑地36

0.65

0.00

博士
(薬学)

129

0.飾

0.60

広県
黒瀬学

0 62

0.60

平成21

平成21

広島市
台555呑地36

同上

0.62

0.00

0.00

平成21

平成21

2
 
2

円
円

3
 
3

⑳
⑳

3
 
3

6
 
6

6
 
6



大学の名称

既設学部等の名称

保健医療学部

診療放射線学科

広国際大学

医療技術学科

匪床工学専攻

修業
年限

年

入学編入学
定員定員

人年次

人

救急救命学科

総合りハビリテーション学部

工

0.98

0.98

リハ」ごりテーション学科

理学療法学専攻
作業療法学専攻

語聴療法学専攻

収容
定員

人

広県東広市
黒瀬学咽台555番地36

学位又
は称号

リハビリテーション支援学科

義肢装具学専攻

4

平成巧

平成巧

50

平均入学
定
超過率

医療福祉学部

医療福祉学科

医療福祉学専政
介雁福祉学専政

保育学専攻

平成訂年度学生募焦惇止
平成門年度3年次誓入学葬
止

学士
(診放線学)

令和2年度
入学定
超過率

学士

(臨床工学)
(臨床検学)

学士
(救急救命学)

倍

50

定変
年度
(AC期の
学科のみ)

年度

1.05

1.11

0.99

4

医療経営学部

医療経営学科

広県呉市広古新開
五丁目1番1号

倍

1.07

1.18

0.93

開設
年度

年度

学士

(理学療法学)
(作業療法学)

(聴覚療法学)

(穣肢装具学)

学士
(穣肢装具学)

心理科学部

臨床心理学科

90

3年次
10
3年次
10

所在地

1.07

1.12

心理学部

心理学科

令和2

1.22

平成10

平成10

平成25

平成18

平成18

令和2年度学生昇焦停止
令和'年屋3年虞腐入学暮

備

令和2

1.06

1.06

広島

瀬学

考

護学部

学科

広島市
台555 地36

同上

令和2

学士
(医療福祉学)

令和2

薬学部

薬学科(6年伽D

平成25

平成25

停

広島呉市広古新開
玉丁目11号

同上

令和2年度定員変更
130→100 (-3の

学士
(医療経営学)

広島東広島市

黒瀬学園台555番地36

医療栄養学部

医療栄養学科

3年次
10
3年次
10

令和2年度学科

平成25

平成26

平成26

学士
(臨床心理学)

3年次
10
3年次
10

令和2年度定変更
130→180 (+5の

平成10

平成10

同上

悍止
学士
しD理学)

広島呉市広古新開
五丁目1 1

令和2年度
学生募集停止

広島県東広市
黒瀬学困台555岳地36

学士
(看雁学)

平成23

平成23

令和2年度学生易停止
令和4年度3年次嵐入学暮

1.05

1.価

平成13

平成13

広島県東広市
黒瀬学園台555番地36

学士
(薬学)

令和2年度
学生停止

1.07

1.07

0.84

0.84

学士
(医栄養学)

平成27

平成27

停止

広島県東広島市
黒瀬学咽台555番地36

令和2年度
学生募集停止

4
 
4
 
4

0
 
0
 
0

2
 
7
 
0

0
 
0
 
0

8
 
2
 
4

4
 
4

0
 
0

8
 
8

0
 
0

6
 
5

4
 
4

0
 
0

3
 
3

4
 
4

0
 
0

2
 
2

4
 
4

0
 
0

2
 
2

0
 
0

2
 
2

0
 
0

2
 
2

0
 
0

5
 
5

0
 
0

フ
フ

0
 
0

8
 
8



大学の名称

既設学部等の名称

広国際大学

修業入学入学
年限定員定員

年人年次

人

医痩標祉学科

医癌経賞坐塾

心理学科

医疫栄養学科

1

令和2

令和2

令和2

収容
定員

人

健康スボーツ学部

健辰スボーツ学科

令和2年度学部設置

学位又
は称号

大学全体

同上

同上

広島県呉市広古新開
五丁目1呑1号

令和2

令和2

平均入学
定
超過率

学士
(医療福祉学)

令和2年度
入学定
超過率

令和2

令和2
広島東広島市

黒瀬学園台555呑地36

倍

定変
年度
(AC期の
学科のみ)

年度

0.76

0.49

学士
(医療経営学)

学士
しD理学)

学士
(医療栄養学)

倍

1,060

0.76

0 49

設
年度

年度

令和2年度学部設

3年次
30

0 83

0.83

1 01

令和2

令和2

学士
(健康スボーツ学)

所在地

4,180

0 83

0.83

1 01

令和2

令和2

備

1.08

1 08

令和2

令和2

令和2

広島
瀬学

考

1.08

1 08

広島市

台555番地36

4
 
4

0
 
0

5
 
0

0
 
0

5
 
0

0
 
0
 
0

9
 
0
 
6

4
 
4

0
 
0
 
0

9
 
0
 
6

0
 
0

フ
フ

和
和



大学の名称

既設学部等の名称

工学研究科
士前期課程

建築・都市デザインエ学専攻

電電子・機械工学専攻

化学・環境・生命工学攻

大阪工業大学大学院

修業入学入学
年限定員定員

年 人年次

人

工学研究科
士後期課程

都市デザインエ学専攻

生体医工学専攻

電気電子工学攻

建築・都市デザインエ学専攻

電気電子機械工学攻

化学・環境・生命工学専政

収容
定員

人

大阪府大阪市北区
茶屋由1番45号

学位又
は称号

平成12

平成12

ロボティクス&デザインエ学研弐科

博士前期課程

ロポティクス&デザインエ学曳

平均入学
定
超過牢

令和2年度
入学定
超過牢

ロボティクス&デザインエ学研空科

博士後期課程

ロボティクス&デザインエ学攻

倍

18

定変
年度
(AC期間の
学科のみ)

年度

1.12

0.88

1.20

1.23

倍

報科学研究科
士前期課程

報科学専攻

1.04

0.83

1.16

1.06

博士
(工学)

博士
(工学)

博士
(工学)

博士
(工学)

博士
(工学)

博士
(工学)

開設
年度

年度

情報科学研究科
士後期課程

情報科学専攻

1 16

1.16

0.88

所在地

平成14

平成14

昭和40

平成29

平成29

平成29

知的財産研究科
専門職学位課程

知的財産攻

1.16

大販府枚方市北山
-T目79呑1号

備

0.66

1.00

1.00

大阪府大駈市旭区
大宮五T目16 1号

同上

同上

考

大学院全体

修士
(工学)

大阪府牧方市北山
一丁目79番1号

1.00

1.00

1.50

昭和42

昭和42

平成19

昭和42

平成29

平成29

平成29

平成17

平成17

1.18

1.18

博士
(工学)

大阪府大飯市旭区
大宮玉T目16番1号

同上

同上

同上

同上

同上

大飯府大阪市旭区
大宮五丁目16呑1号

1.13

1.13

0 16

0.16

修士
(報学)

平成29年度
学生募停止

平成29年度
学生募停止

平成29年度
学生募集停止

0.00

0.00

223

1.02

1 02

博士
(情報学)

平成29

平成29

1.22

1 22

0.00

0.00

知的財産修士
(専門職)

平成29

平成29

大阪府大阪市北区
茶屋助1番45号

459

0 00

0.00

1.11

1.11

士
学
士
学
士
学

修
工
修
工
修
工

2
2
2
2

0
0
0
0

1
3
5
3

3
3
3
3
3
3
3

0
0
0
0

2
6
0
6

2
 
2
 
2

2
 
2

6
 
6
 
6

即
釦

3
 
3

2
 
2

0
 
0

6
 
6

2
 
2

0
 
0

4
 
4

6
 
6

3
 
3

5
 
5

0
 
0

8
 
8

2
 
2

即
即

巧
巧

印
釦



大学の名称

既設学部等の名称

工学部

都市デザインエ学科

大阪工業大学

空問デザイン学科

修業
年限

築学科

入学
定員

機械工学科

年

ロボットエ学科

入学
定員

電気電子システムエ学科

人

4

電子情報システムエ学科

年次

人

3年次
40
3年次

収容
定員

大販府牧方市北山
一丁目79番1号

同上

同上

同上

応用化学科

境工学科

4

学位又
は称号

人

生命工学科

4

3,680

410

ロ^{ー

4

平均入学
定
超過率

4

ロボットエ学科

4

システムデザインエ学科

令和2年度
入学定
超過率

4

3年次

3年次

3年次

3年次

3年次

空問デザイン学科

倍

平成15

平成巧

定靈
年度
(AC期問の
学科のみ)

年度

情報科学部

1.01

1.01

平成29年度定変更
95→105 (+1の

平成四年度定変更
95→105 (打の

平成29年度定変
95→105 (+1の

平成内年度定変更
95→105 (+10)

倍

恕知能学科

4

1.07

1.05

情報システム学科

開設
年度

年度

1.02

0.98

4

大阪府大阪市旭区
大宮五丁目16番1号

報メディア学科

4

3年次
15
3年次

3年次

3年次

ネットワークデザイン学科

4

0.99

1.07

所在地

知的財産学部

1.01

1.05

0 99

1.03

1.00

昭和24

昭和24

平成18

昭和24

昭和25

平成訟

昭和24

昭和34

昭和33

平成18

平成22

1,150

370

370

410

4

知的財産学科

備

4

1.12

1.19

1.02

1.10

1.08

大飯府大阪市旭区
大宮五T目16 1号

同上

同上

伺上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

大学全体

4

3年次
20
3年次
5
3年次

3年次

3年次

考

4

4

1,720

430

430

430

430

1.04

1.02

1.07

1.03

平成29年度定変更
90→100 (+1の
平成門年度学生尋停止
早成31年度3年次捉A学募停

4

4

1.12

1 08

学士
(報学)

学士
(情報学)

学士
(情報学)

学士
(情報学)

平成29年度定変更
140→150 (+10)

平成29年度定変更
130→140 (+10)
平威門年度学生募停止
平威31年度3年次傷入学鼻停
止

平成四年度定変更
115→125 (+10)

平成29年度定変更
100→110 (+10)

平成29年度定変更
120→130 (+10)

平成29年度定員変更
70→75 (+5)

平成29年度定員変更
飾→70 (+5)

3年次
10
3年次
10

平成29

平成29

平成29

平成29

1.14

1,740

1.00

0.97

0 98

1.02

1.02

1.14

3年次
85

平成29

平成29

平成29

平成29

1.06

1.07

1.04

1.06

学士
(知的財産学)

フ,130

大飯府大飯市北区
茶屋日11番45号

同上

同上

1.06

1.06

1.08

平成8

平成8

平成8

平成14

平成円

平成29年度学部設

1.08

1.08

士
学
士
学
士
学
士
学
士
学
士
学
士
学
士
学
士
学
士
学

学
工
学
工
学
工
学
工
学
工
学
工
学
工
学
工
学
工
学
工

次
次

年
5
年
5

3

3

士
学
士
学
士
学

学
工
学
工
学
工

4
 
4

0
 
0

0
 
0

0
 
0

5
 
4

5
 
0
 
0

2
 
1
 
3

0
 
0

6
 
5

4
 
4

5
 
0

フ
フ

0
0
0
0
0

5
4
5
3
2

0
0
0
0

8
9
9
0

0
5
5
5
5

2
0
0
0
0

0
 
0

4
 
4

0
 
0

5
 
5



大学の名称

既設学部等の名称

薬学研究科
士課程

医療薬学専攻

摂南大学大学院

修業
年限

理工学研究科
士前期課程

社会開発工学専攻

入学
定員

年

生産聞発工学専攻

編入学
定員

生命科学専攻

人

4

理工学研究科
士後期程

創生工学専攻

収容
定員

4

年次

人

4

4

生命科学専攻

学位又
は称号

人

経済経営学研究科
士程

経済学専攻

大阪府屋川市
池田中印17番8号

平成28

平成28

平均入学
定
超過率

12

経営学攻

10

博士
(薬学)

令和2年度
入学定
超過率

大阪府枚方市尾峠助
45 1号

法学研究科
修士課程

法律学専攻

倍

4

定変
年度
(AC期間の
学科のみ)

年度

0.62

0.62

24

修士
(工学)

修士
(工学)

修士
(理学)

倍

20

国際言語文化研究科
修士課程

国際語文化専攻

0.50

0.50

12

0.74

開設
年度

10

0.91

護学研究科
修士程

優学専攻

0.66

0.67

年度

博士
(工学)

博士
(理学)

所在地

0.65

0.83

平成24

平成24

⑳

0.50

0.33

大学院全体

10

備

0 70

0.00

10

大阪府牧方市長尾峠町
45 1号

修士
(経済学)

士
(経営学)

平成元

平成元

平成26

平成26

考

0.66

0 75

10

0 00

0.05

10

1.50

大阪府寝屋川市
池田中由17呑8号

同上

同上

0.00

修士
C去学)

0.10

10

0.10

平成20

平成20

平成28

10

0 00

0.50

0.20

68

修士
(文学)

大阪府屋川市
池田中由17番8号

同上

0.50

12

12

0.60

平成26

平成26

平成26

0.20

0 60

修士
(燈学)

148

0.20

大阪府川市

池田中助17番8号

同上

0 20

0.75

0.20

平成9

平成9

0.75

1.00

大販屋川市

池田中助17番8号

1 00

平成11

平成11

2
 
2

4
 
2

玲
玲

3
 
3
 
3

8
 
4

6
 
2

6
 
6



大学の名称

既設学部等の名称

理工学部

生命科学科

摂南大学

住環境デザイン学科

修業入学
年限定員

年人

建築学科

機械工学科

電気電子工学科

入学
定員

年次

人

3年次
30
3年次

3年次

3年次

3年次

3年次

3年次
都市環境工学科

0.95

0.98

0.96

0.90

0.97

収容
定員

人

外国語学部

外国語学科

学位又
は称号

経営学部

2.060

370

290

290

450

370

290

経営学科

平均入学
定
超過率

経営情報学科

学士
(理学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

学士
(工学)

令和2年度
入学定
超過牢

薬学部

薬学科(6年伽D

大販府屋川市
池田中由17岳8号

倍

平成24

平成24

定変
年度
(AC期の
学科のみ)

年度

1.02

1.03

1.00

1.05

1.01

1.04

1.01

3年次

3年次

法学部

法律学科

倍

1.03

1.13

0.94

1.10

1.00

1.06

0.94

令和2

令和2

令和2

令和2

令和2

開設
年度

年度

3年次

3年次
4
3年次
4

経済学部

経済学科

大飯府牧方市尾峠町
45呑1号

所在地

1,096

688

408

学士
(文学)

昭和50

平成22

平成22

昭和50

昭和50

昭和50

平成22

護学部

看雁学科

備

1.06

1.06

令和2

令和2

令和2

令和2

令和2

学士
(経営学)

学士
(経営学)

大阪府屋川市
池田中町17番8号

同上

同上

同上

同上

同上

考

1,320

1,320

3年次

3年次

1.05

1.05

1.07

1.07

1.09

昌鐵牛塵学科
大販府牧方市畏尾峠町
45岳1号

1,010

1,010

応用生物科学科

学士
(薬学)

3年次
4
3年次
4

1.05

1.00

1.14

食品栄萎学科

昭和57

昭和57

食磨ビジネス学科

1.03

1.03

1,008

1,008

学士
C去学)

大学全体

大阪府川市
池田中町17番8号

同上

同上

同上

1.05

1.05

昭和57

平成18

昭和57

1.04

1.04

令和2年度学部

学士
(経済学)

大販府寝川市
池田中町17呑8号

伺上

1.05

1.05

1 05

1.05

平成18

平成18

学士
(看護学)

1.08

1.08

2,150

大飯府牧方市長尾峠町
45番1号

1.03

1.03

昭和63

昭和63

学士
(農学)

学士
(農学)

学士
(農学)

学士
(学)

3年次
52

1.10

1.10

大阪府川市
池田中町17番8号

0.95

0.98

0.96

0.90

0.97

平成22

平成22

8,124

4
4
4
4
4
4
4

0
0
0
0
0
0
0

0
9
7
フ
1
9
7

4
 
4

0
 
0

2
 
2

4
 
4
 
4

0
 
0
 
0

フ
 
7
 
0

0
 
0

8
 
8

6
 
6

0
 
0

2
 
2

4
 
4

0
 
0

2
 
2

4
 
4

0
 
0

2
 
2

4
 
4

0
 
0

0
 
0

4
4
4
4
4

0
0
0
0
0

4
8
8
8
0

0
 
0

4
 
4

0
0
0
0
0

4
8
8
8
0



本調査の対象となっている大学等の設」者が既に設」している全ての大学(大学院含む)、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の5月1日現在の状況を記入してください。

(専攻科及び別科を除く)。

学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。
オ'A C 、 こつい い。1 、

「平均入学定員超過率」には、報告年度(令和2年度)から起算した修業年限に相当する期間の

入学定員超過率の平均を記載してください。

「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影のある情報

記入してください。
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(2)専任教員数等

(2)-1 設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
上の必要
任教数

14

うち、完成年度時に
準上のおける

必要教授数

(注)・

(2)一②専任教員等数【大学】

設置時の計画

教授准教授講師助教

名

大学設置基i 第十三条別表第一、短期大学設置基'第二+二条別表第ーイにより算出される専任教員数を記入してください.

^

名

計
(A)

21

(21)( 1 )(5)

(報告時)の完成年度時の状況

計
講師助教

(C )

21

[0][0][0]

8

(8)

現在

准教授教授

7

[ 0 ]

8

[ 0 ]

(注) 時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、()内に開設時の状況を記入してください「設置時の計画」には、設

には、報告年度の5月1日の教数(実人数)を記入してください.「現在(報告時)の状況」
^

するとともに、[]内に設置時の計画との増減数を記入してください.(記入例

住見在(報告時)の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

[]内に時の計画との増減数を記入してください.(記入例:1名減の場合 1)

年齢構成-3

年説構成

報告時(上記
完成年度時(上記

(B))の教の (C))の教う
うち、定年を延

ち、定年を延長し
して採用している

て採用する教
教数

0

助手
(A')

(の

#DIV 01

^

476

教授

(注)・小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

(2)一⑤現在(報告時)の状況における定年を延長している教員構成率

報告時の教のうち、定年を延長して採用している教員数

助手
(D、)

0

[ 0 ]

定年規定の定める
定年年(歳)

助手
(C')

0

[ 0 ]

准教授

7

現在(報告時)の状況

講師助教

教授

8

小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

現在(報告時)の完成年度時の計画

計
准教授講師助教

( D )

21

[ 0 ][ 0 ] [ 0 ]

7

[ 0 ]

現在(報告時)の状況(B)

(注)

名 名歳

・「年眺成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年説(特例等による定年年齢ではありません)、

及び、報告年度の5月1日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教として採用されている

教員数及び完成年度時に定年を超えて任教として採用する教数を記入してください.

・なお、職位等によって定年年が異なる場合には、職位ごとの定年年酬を「定年規定の定める定年年齢」に二段きで記入

し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください.

8

[ 0 ]

計
( B )

(注)・小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

(2)一⑥設置時の計画に対する助手充足率

現在(報告時)の完成年度時の状況(C') ^

助手
(B、)

21

2 -4 設置時の計画に対する教員充足率

現在(報告時)の完成年度時の状況(C)
設置時の計画(A)

時の計画(A')

(注)・

設

)

=

7
 
一
 
7

5
 
0

1
 
一
 
0

幻
幻

1
幻

0
0



(3)専任教員辞任等の理由

(3)-1 専任教員の就任辞退(未就任)の理由及び後任補充状況

後任補充状況担当予定科目番号職位専任教氏名時期 ●棚喬訊白0の馴

就任を辞退した教数

計

0

合計(D)

担当科目数の合計(a)

計

の就任辞退の理由を具体的に記入してください.認可時又は届出時以降、就任を辞退した

「就任辞退(未就任)」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです.

就任した後に辞任した教は、以下「(3)一②専任教辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください.

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教が新たに就任を辞退した場合、 にて記入するとともに、

「就任辞退(未就任)の理由」に就任辞退の理由等及び()きで報借年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」~「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください.

・専任教が担当する(している)場合は 1」
任担教が担当する(している)場合は「2」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「3」

人

+(b)+(C)

(3)-2 専任教員辞任の理由及び後任補充状況

番号職位専任教氏名時期 担当予定科目●伸量帆 00の痢

就任辞退(未就任)の理由

①の合計数(a)

後任補充状況の

②の合計数

料目

料目

科目

料目

料目

科目

料目

斜目

計(E)

(b)

0 科目

0 料目

0 料目

0 科目

辞任した教数

③の合計数(C)

合計(F)

担当科目数の合計(a)

婁由:で辞任した全ての こついてに記入してください.一度就任した後に、 こ

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教が新たに辞任等した ^ にて記入するとともに、「辞任等の理由」^、

に辞任理由等及び()きで報告年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」~「③」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記'してください.

・専任教が担当する(している)合は「①」
・兼任担教が担当する(している)合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の合は「③」

人

料目

料目

科目

料自

後任補充状況

+(b)+(C)

計

(3)-3 上記(3)-0 (3)一②の合計

合計(D)+(F)

辞任等した教数 担当科目数の合計(a)+化)+(C)

必修

選択
人

自由

科目計

0

①の合計数(a)

辞任等の理由

科目

(E)+

( b)

0 科目

0 科目

0 科目

0 科目

計

任充状況の集計(G)

②の合計数化)

0 科目

0 斜昌

0 科目

0 科目

(3)-4 設置時の計画に対する教員辞任率

(3)-3 合計(D)゛(F)

科目

科目

科目

蒋目

(2)一設時の計画(A) 21

(注)・小数点以下第3位を切り捨て、小数点以下第2位まで表示されます.

%

計

計

③の合計数(C)

後任補充状況の集計

②の合計数①の合計数(a)

0 料目

0 料目

0 科目

0 斜目

(G)

③の合計数(C)

0
 
0
 
0

修
択
由

必
選
自

計

択
由

必
選
自

計

0
 
0
 
0

修
択
由

必
選
自

目
目
目
目

科
科
科
科 計

0
 
0
 
0

修
択
由

必
選
自

0
 
0
 
0

修
択
由

必
選
自

=

修
択
由

必
選
自

0
 
0
 
0

択
由

必
選
自

0
 
0
 
0

目
目
目

科
科
科

修
択
由

必
選
自

0
 
0
 
0

計

修
択
由

必
選
自

修
択
由

必
選
自

=

=

択
由

必
選
自

目
目
目

科
科
科

計

0
 
0
 
0

=
0

如
柘
如
柘



(3)-5 定年により退臓した専任教員に対する後任補充状況

後任補充状況担当予定科目番号職位専任教氏名必 選択・自由の別

辞任した教数

(注)

ム計

こし'し、^_婁^てに記入してください.

昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教が新たに辞任等した場合、 にて記入するとともに、「辞任等の理由」

に辞任理由等及び()きで報告年度を記入してください.

また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「1」~「3」から選択し、

「後任補充理由」の欄にその数字を記してください.

・専任教が担当する(している)合は「①」
任担教が担当する(している)合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の合は「③」

担当科目数の合計(a)+(b)+(C)

科目

科目

科目

科目

人

科目

斜目

黙目

斜目

(4)専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

計

に関する大学の所見、学生への周知方法、

①の合計数(a)

辞任等の理由

(注)

計

補充状況の集計

②の合計数(b)

0 科目

0 料目

0 料目

0 科目

科自

料目

料目

料目

上記(3)の専任教辞任等による学生の修等への影

今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください.

計

③の合計数(C)

必修:

選択:

自由:

計: 0

0
 
0
 
0

修
択
由

必
選
自

0
 
0
 
0

修
択
由

必
選
自

0
 
0
 
0

修
択
由

必
選
自

=



6 附帯事項等に対する履行状況等

区

届出時

分

(平成 3 1年)

附

該当なし

項等 履行状況
今後の
の実施計画

「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯項('
ー^

)と、それに対する履行状況等について、
^ー ^子^

1口

具体的に記入してください。

「設計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる'料があれば、添付してください。

「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してくださし

該当がない場合には、「附帯項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

「設計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

帯



7 その他全般的事項

<健康科学部医療福祉学科>

(1)設置計画変更事項等

①学事日程(前期4月6日~)

設置時の計画

1~6の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの(未実施を含む。

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

(2)教員の資質の維持向上の方策(FD ・ SD活動含む)

①実施体制
a 委員会の設置状況
平成16年度から教員の教育力向上を推進するために「広島国際大学FD委員会」を設置した。
広島国際大学FD委員会には6つのワーキンググループ(調査活動WG、教育・広報活動WG、研修活動WG、授業公開
WG、1CT活用教育推進WG、シラバス改革WG)を設け、懸案事項やFD活動について具体的に審議し実践しており、
令和2年度においてもこれらの活動を継続していく。なお、当委員会では、大学院を含む全学的な内容について対応して
いる。
(「広島国際大学FD委員会規定」については、別紙資料のとおり)

b 委員会の開催状況(教員の参加状況含む)
広島国際大学FD委員会は年8回程度の頻度で開催し、各WGの活動は随時行っている。

委員会の審議事項等
学生に対する受二生満足度調査アンケートの実施及び結果の分析ならびに顕彰とフィードバック
FD研修会・FD・演会など、授業改善のための情報の共有や提供
F Dに関する広報誌としての「F D n e w s l e t t e r」発行(年2回)
FD活報告冊子の発行(隔年)
教員相互の授業公開など、授業改善のための諸方策の検討・実施等への取り組み
ICT活用教育の広報・研修など、1CTを活用した授業の情報提供

②実施状況
a 実施内容

生満足度調査^1. ^

D講演会2. F

D研修会3. F

D n ew s l e t t e rの発行F4.

5. FD活動報告冊子の発行
6.授業公開
フ. 1CT関連技術の利用方法の周知や、情報教育の整備

実施方法
実施内容のそれぞれを担当するワーキンググループが、それぞれ企画・運営を行う。 Eメール・会議での報告・掲示等
により教職員に周知し、できるだけ多くの教員が参加できるように配している。

C 開催状況(教員の参加状況を含む、)
1.受講生満足度調査の実施
・前期令和1年6月~8月
・後期令和1年12月~令和2年2月
・教員は、前期もしくは後期のどちらかで年間少なくとも1回は実施することとしている。

①新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オン

ライン授業を中心とした授業開始時期を、連休明けの

5月7日とし、対面授業については、 6月8日からに延期

した。

変更内容・状況、今後の見通しなど
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2. FD講演会の開催
・日時:令和1年7月30日(火) 18:10~19:10
・テーマ:私の授業を紹介します!~授業公開活動を通じて~
・参加者数:112名

・日時:令和2年2月17日(月) 10:00~11:00
・テーマ:私の授業を紹介します!~授業公開活動を通じて~
・参加者数:106名

・日時:令和1年7月5日(金) 18:10~19:35
・テーマ:大学授業における著作権の考え方とICT活用について
・参加者数:91名

・日時:令和2年2月12日(フk) 10:30~11:30
・テーマ:populauon Health Manag師印t1こ基づいた医療保険提供体制の構築に向けて
・参加者数:64名

3. FD研修会の開催
・日時:①令和1年9月3日(火) 10:30~12:30 【東広島キャンパス】
②令和1年9月4日(7k) 9:30~11:30 【呉キャンパス】

・テーマ:コミュニケーション研修
・対象:全教員
・参加人数:①13名

②10名

日時:①令和1年9月3日(火) 14:00~17:00 【東広島キャンパス】
②令和1年9月4日(7k) 13:00~16:00 【呉キャンパス】

テーマ:ルーブリック活用研修
対象:全教員
参加人数:①15名

②4名

4. F D n e 、N s l e t t e rの発行
・年2回発行(令和1年12月、令和2年3月に発行)
・全教員と各事務部署に配布

5.授業公開
・前期令和1年5月~6月
授業公開実施者数:90名、聴講者数:169名
・後期令和1年12月
授業公開実施者数:95名、聴講者数:182名

d 実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
授業公開を実施することにより、他の教員の授業を見学することでの高い授業を行うための講義手法等の情報共有を
するよう努めている。今後もこれまでの活動を基によりよいFD活動を目指す体制づくりを進めていく。

③学生に対する授業評価アンケートの実施状況
a 実施の有無及び実施時期
有年2回(前期・後期各13~巧回目の授業日)実施している。

b 教員や学生への公開状況,方法等
集計結果は学長、 FD委員会委員長、学部長、各授業担当者への報告のみとしている。各授業担当者は担当授業の集計
結果に対するレスボンスシート(1.教員へのアンケート、 2.学生へのフィードバック)を提出し、「教員へのアン
ケート」は集計結果を教員へ、「学生へのフィードバック」は学内掲示により学生に開示している。

「①a 委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

「②実施状況」には、実施されている取組を全て記すること。信己入例参照
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0広島国際大学FD委員会規定

侶的)

第1条広島国際大学において教育力向上(ファカルティ・ディベロップメント)(以下「FD」

という)を推進するため、広島国際大学FD委員会(以下「委員会」という)を設置する。

(構成)

第2条委員会は、つぎの委員をもって構成する。

イ総合教育センター長

口各学部から学長が指名した者若干名

ハ教務課長

その他学長が指名した者若干名

2 委員の委嘱および解嘱は、委員会の意見を聴いて、学長が行う。

(委員の任期)

第3条前条第1項イ号およびハ号の委員の任期は、その在任期間中とする。

2 前条第1項口号および二号の委員の任期は、2年とする。

(審議事項)

第4条委員会は、 FDの推進に関するつぎの事項を審議する。

イ FDの実現を図るための、各種セミナー等の企画および実施に関すること

口 FDを推進し、全職員間の相互理解を促進するためのニューズレターの発行

ハ FDプログラムの開発

ニ「学生による授業アンケート」等の実施および結果の分析

ホ授業改善のための方策の検討

へその他FDに関すること

(委員長、副委員長およびその職務)

第5条委員会に委員長および副委員長を置く。

2 委員長および副委員長は、委員の中から学長が任命する。

3 委員長は、審議の必要が生じたとき、委員会を招集し、議長となる。

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときもしくは欠けたときまたは委員

長から命じられたとき、委員長の職務を行う。

(委員以外の出席)

第6条委員会には、委員長が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴

くことができる。

(小委員会)

第7条委員会は、必要に応じて、小委員会を設けることができる。

2 小委員会の委員長および委員は、委員の中から委員長が指名する。ただし、必要に応じ

て委員以外の者を加えることができる。

3 小委員会では、委員会から付託された事項について審議する。

(委員会の庶務)

第8条委員会の庶務は、教務部教務課で取り扱う。

(規定の改廃)

第9条この規定の改廃は、委員会の意見を聴き、学部長会議の議を経て、学長が行う。

付則

1 この規定は、 2004年4月1日から施行する。

2 この改正規定は、2020年4月1日から施行する。

厄属蚕靭

2004年4月2日

広学内117

45



3)教育課程連携協議会に関する事項

※専門臓大学、専門臓短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

(4)自己点検・評価等に関する事項

①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

「健康科学部」は、少子高齢化の進展、疾病構造の変化等により、健康増進を形成する基本要素となる「交流、休養、
栄養・食生活」等の健康に関する生活習及び社会環境の改善の需要が高まっていることを背景に設置したのもであ
り、 4つの学科で構成している。
「医福祉学科」では、社会福祉学に関する専門知識と技術を幅広く修得し、豊かな人間性を土台として、専門的知
識・技術を用いて、様々な生活上の問題を抱える人々に寄り添いながら、地域生活を支援できる人材を養成する。
「医経営学科」では、医マインドを有した経営スキルをもって、多角的に医や健康を検討できる「医経営」
人材を育成し、多くの専門職からなる医組織を効果的に束ねて、効率的な医提供を医機関において貢献する医療
マネジメントスタッフの養成を行う。
「心理学科」では、心理学の専門知識とコミュニケーション技術を生かし、自らの立場、状況、対象などの客観的な
アセスメントに基づき、課題を見い出し、課題の解決のために極的に行動する人材を養成する。
「医栄養学科」では、人々の健康の維持、病気の予防・改善のため、栄養と食の力を活用し、地域社会の健康・医
療・福祉に貢献できる管理栄養士を養成する。
これらの目的を達成するため以下の取り組みを行っている。

1.入学者確保
学生募集活動では、学科紹介パンフレット作成、ホームページ作成、オープンキャンパスや業者入試説明会への参加、
高校等へ極的に広報を展開し、教育内容とアドミッションボリシーの浸透を行った。さらに、高校生・保護者に加
え、高校教諭や地域住民を対象とした学部開設記念シンポジウムを開催し、健康科学部の認知度向上につなげた。
今後も引き続き、定員充足にむけた各種改善策の取組みに加えて、学生募集戦略のーの強化による学生確保に努め
ることとする。

2.初年次教育
日本政府による緊急事態宣言の発出を受け、大学における新型コロナウイルス感染拡大の防止を最優先として、一部
オンデマンド(オンライン)授業を活用した。授業実施にあたっては、自律的な学修や、学生一人ひとりに応じたきめ
細かな教育が提供できるよう、設問解答、添削指導、疑応答等の指導を十分に行うことに留意した。

3.新任教員オリエンテーション
令和2年4月に任した教員に対し、本学の方針、ビジョン(中長期目標・計画等)、人材養成の理念、学生支援や事
務手続等について研修を行った。なお、新型コロナウイルス感染拡大の防止を最優先として、研修の一部をオンデマン
ドで行い、各自視聴できる体制を築き対面での時間を短縮して実施した。

②自己点検・評価報告書

a 公表時期
「2018年度自己点検・評価報告書」を平成30 (2019)年3月に公表済

b 公表方法
・大学のホームページ上で公表
ht tps ://削W. h i rokoku-U. ac. j p/prof il e/d i sc losu re/va l uat i on/j i koten. htm l

③認証評価を受ける計画

・平成27(2015)年度に公益財団法人日本高等教育評価機構の大学評価(大学機関別認証評価)を受審、適合認定を得
た。評価結果は大学ホームページ上で公開済。
・次回は、令和4(2022)年度に公益財団法人日本高等教育評価機構(大学機関別認証評価)を受審予定。
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設置時の計画の変更(又は未実施)の有無に関わらず記入してください。

また、「①設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

含めて記入してください。

なお、「②自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

いて記入してください。

(5)情報公表に関する事項

0 設置計画行状況報告書(令和2年度)

a 公表予定の有無〔

《aで「有」の場合》

b 公表(予定)時期

C 公表方法

《aで公表「無」の場合》

d 公表しない理由(

⑧

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

設置計画行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、極的な情報提供をお願いします。

調査結果公表後1ケ月以内

ウェブサイトへの掲載〕

無

〔
〔



調査対象大学等の概要等

(1)設置者

学校法人常翔学園

(2)大学名
広島国際大学

(3)調査対象大学等の位置

〒739-2695

広島県東広島市黒瀬学園台555番地36

(注)・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を()書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

ください。

(4)管理運営組織

職名 変更状況 考備

理事長

学

設置時

(クレテツオ)

久禮哲郎

(平成26年1月)

(ヤケヒロマスヒデ)

焼廣益秀

(平成27年11月)

(タナカヒデキ)

田中秀樹

(令和2年4月)

(ハヤシユキナリ)

林行成

(令和2年4月)

長

学部長

学科長等

「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

()書きで記入してください。

(伊D 令和元年度に報告済の内容→(元)

令和2年度に報告する内容→(2)

昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記(昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正)するとともに、上記と同様に,「備考」に変更理由等を

記入してください。

大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記してください。

朝



。周査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

を定めている組織ごとに記入してください(入試当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定
区分ごとではありません)。

:^白^ い
■

いιコー 工こ ノ、 、、ー

■^ ^.:口工 、゛

を追加してください.
白^^ ゞ、^^
52',2 4.

完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。(修業年限が4年以下の場合には欄を削除し、
5年以上の場合には、欄をけてください。)
留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留'格(いわゆる

「留学ビザ」)により、我が国の大学(大学院を含む。)、短期大学、高等専門学校、専修学校(専門課程)

.

考

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記してください。

短期交換留学生など、定内に含めていない学生については記入しないでください。

(5)一①調査対象学部等の名称等

時の計画設調査対学部等の学位又は学科
考備

名称(学位) の分野 収容定編入学定入学定修業年限

保健衛生学関係
健康科学部 (看凌学関係及び

リハビリテーショ医療経営学科
ン関係を除く.)

360904

学士
経済学関係

(医経営学)

(注)定を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を()きで記入してください。

基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
学生集停止を予定している場合は、「備考」に「令和0年度から学生集止(予定)」と記してくださし
「学位又は学科の分野」には、「認可申請」又は「設届出」の「教育課程等の概要偶11記様式第2号
(その2の1))」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

(5)一②調査対象学部等の入学者の状況

報告年度の5月1日現在の"報を記入Lてください。(過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。

()内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、入学を複数年次で行って

いる場合には、 a D きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。該当がない年度には

「ー」を記入してください。

転入学生は記入しないでください。

[]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「ー」を記入してください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春入学とその他の学期(春季入学以外の学期区分を設けている

「一暑して■^
場合)に分けて数値を記入してください。

ください。また、その他の学期に入学定を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。
^「入学定超過率」については、 して

・'してください。占上ください。なお、計の際はハ占1: 3 2、ノ、

「平均入学定超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定超過率の平均を記入してください。

ヨにしてください。なお、完成年度を越えて報告を提出する大学等は、

報告年度(令和2年度)から起した修業年限に相当する期ルの入学定超過率の平均を記してください。

「開設年度から報告年度までの平均入学定超過率」は、完成年度をえて報告を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「ー」を記入してください。
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令和6年度

区分

対年度
平均入学定
超過率

A

令和2年度

入学定

春季入学モの他の学期春季入学モの他の学期春季入学モの惟の学期春季入学その他の学闘春季入学モの他の学期

.

志願者数

令和3年度
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開設年度から
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(5)一③調査対象学部等の在学者の状況

学年

対年度令和2年度令和3年度令和4年度令和5年度令和6年度

春季入学その他の学期入学その他の学期春入学モの他の学期入学モの他の学期季入学モの他の学期

75

][][][][][][][1][・][]【

(・)(・) ()()()()()()

1年次

2年次

3年次

4年次

75

き十 ][ ][][[ 1 ]

)()( )(()

・令和2年5月1日公表

(注)報告年度の5月1日現在の情報を記入してください。(過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。

[]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「ー」を記入してくださし

()内には、 、'してください。該当がない年には「ー」を記入してください。こつ、

'してください。その際、備考に人数の内訳を記入してください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期(春季入学以外の学期区分を設けている
■^ 「ー場合)に分けて数値を記入してください。 して

ください。また、その他の学期に入学定を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

を記入してください。^「計」については、
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(5)一④調査対象学部等の退学者等の状況

区分

対象年度

令和2年度

在学者数(b)退学者数(ヨ)

令和3年度

75 人

令和4年度

人

入学した年度

令和2年度

令和2年度

令和3年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和2年度

0人

内訳

人

人

令和5年度

退学者数

うち留学生数

0人

人

人

令和6年度

人

主な退学理由
(留学生の理由は[]

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和2年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

人

6主)・数字は、報告年度の5月1日現在の数字を記入してください。
゛.'1

・各対叡年度の在学者数については、対叡年度の人数を記入してください。 し、 1 、

・内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、{ こつい

・在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学.欲の低下(0人)」というように、その人数も含めて記入してくださし

(記入項目例)・就学,欲の低下・学力不足・他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

・就職・学生個人の心身に関する ・除籍 ・その他・家庭の

(5)一⑤調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和2年度】

令和2年度の退学者数(a)

計

人

き)

人

人

0人

令和2年度の在学者数(b)

【令和3年度】

令和3年度の退学者数(日)
令和3年度の在学者数(b)

【令和4年度】

令和4年度の退学者数(a)
令和4年度の在学者数(b)

【令和5年度】

令和5年度の退学者数(a)
令和5年度の在学者数(b)

【令和6年度】

令和6年度の退学者数(a)

してくナ

ノ、

令和6年度の在学者数(b)

占上 3ノ、 占上(注) 2

0 %

「ーー「・

「ーー、「・

「ーー、「・

「ーー、刀・
六されます。

人
人
人
人
人
人

人
人
人
人
人
人
人

0

人
人
人
人
人
人
人
人

人
人
人
人
人
人
人
人

=
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2 授業科目の概要

<健康科学部医療経営学科>

(1)-1 授業科目表

【認可時又は出時】

アカデミックリテラシー

チュートリアル

礎演習1専門

専門携基礎演習"

専門連携総合演 1

専門職携総合演習"

」生と鬼管理

デジタルコミュニケーション

データサイエンス 1

英語コミュニケーション1

英語コミュニケーション"

英語リーディング 1

英語リーディングn

スポーツ学

スボーツ実習!
小計 05科目)

スタンダード目合計 05,斗目)

中国語1

授業科目の名称 配当年次

位数

1前

1前

1前

1餉

4前

4前3

1前・'

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前・後

1前・後

必選自教

修択由授

任教員の配置

回囲■■■■回■匪^

1 ・ 2

体保
育健

文人

ド

ド

小計(4科自)

プログラミング

小計(1科目)

哲学

請助助

1・2・3前

1・2・3前

師教手

【令和2年度】

D

兼1

ヒ人顯学

」、計(5科自)

去

1・2・3勣

政治学

小計(4科目)

訊計学

数学礎

数学

物理学

化学

アカデミックリテラシー

チユートリアル

専門携基礎演習1

専門連携慕礎・習"

専門連携総合演冒1

専門携総合・習11

地域創生と危機管理

デジタルコミュニケーション

データサイエンス1

英語コミュニケーション1

英語コミュニケーション"

英語リーディング1

英語リーディング"

スポーツ学

スポーツ実習1

小計(1評斗目)

スタンダード目合 U51斗目)

中国語1

語1

ド ツ

ドイツ語Ⅱ

小計(4科目)

プログラミング 1

小計 0科目)

哲

文

学,D

妾術学

文化人顯学

小計(5科目)

法学

経済学

匿史学

政治学

小計('科目)

銃計学

数学礎

数学

物理学

化学

授料目の名称

科学実

小計(8科目)

総日本語表現法

合コミュニケーション詮
小計(?科目)

R"'1Π"嘗rltl"'

英語プレゼンテーション
検定英語

グローバル化と人間ヨ

グローバル化と人間b

小計(5科目)

データサイエンス"

データ解析

プログラミング11

小計(3料目)

体保 スボーツ実"
育健 小計 0科自)

文人 人闇と文化1
化間 人間と文化b
と
小計(2科目)

社人 人間と社会1
会間 人間と牡会b
と
小計(2科目)

自人 人局と自然.
然間 人間と自然b
と
小計(2科目)

総 教蔓ゼミ
^

小計(1科目)^

留学生特例科目

牡人 日 急

会間 本事情b日

計(?科目)JJ、

日本語1

日本語"
小計(2科自)

目)

配当年次

3前・

3前・

3前・

?・3前

?・3前

■■■■■■■■匪圃

位歓

1前

1前

1前

1前

必選自教

修択由授

任教

前・後

4荊

4前

1・2・3前

1・?・3前

の配置

1前

1後

1前

1後

1前

1後

1前・後

1前・後

講助助

師教手

3前・

3前

3前

?・3前

?・3前

3前

3前

3前

3前・後

3前・後

3前・後

前・後

オション科目

1・2・3前

1・?・3前

オション科目 ^

学

実 1

科学実験b

小計(ι科目)

日本語表現法

コミュニケーション論

小計 n科目)

R"dlnι'曹"tln皐

英語プレゼンテーション

定英語

グローバル化と人間a

グローバル化と人間b

小計(5科目)

データサイエンス"

データ解析

プログラミング 11

小計(3科目)

スポーツ実習"

小計 U科目)

人間と文化1

人 と b

ノ」、

人 と 1

人 と

JJ、

と人 急

と人

JJ、

教

門、

例

a

本事情b

JJ、計口科目)

日本語 1

日本語"

小計 n科目)

(44 目)^

1 ・ 2
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催
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兼
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教
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科
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斗
目

ー
ー
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2
1

2
?

2
 
2
 
?

兼
兼
兼

2
3

1
5
5
1
ー
ー
6
6
6
6

2

2
2
1
ー

3
3
3
3

2
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2
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2
1

2
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1
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6
6
6

【認可時又は届出時】

授業科目の名称

学入門

制

社会保

医学・医療詮

閏連法規

医学用語概詮

情報システム学入門

病院管理学

処置演習

小計(9 科自)

経営組楓論

と経組

人的源管理詮

医療と人的資源管理

r 利組経営詮

基礎数学

料学

生産管理詮

経営科学

マネジメント論鬼

医療機器と物品管理

施設建築計面論

医療福祉ユニバーサルデザイン

記詮

簿記演習

会計学

財務管理論

紐営情報処理習

管理会計

非営利事業会計詮

ミクロ経済学

マクロ経済学

公共経済学

医療経済学

地域医疫システム論

医療コミュニケーション論

マーケティング論

医療とマーケティング

医療とりスクマネジメント

医療と流通

医療産業論

戦略詮

医療と経営駐略

人体槽造機能学

メディカル・イングリッシュ

歯床医学1

血床医学"

臨床医学Ⅲ

血床医学Ⅳ

療理

公衆衛生学

学詮

疾病分顕学1

類学N病分

病 顯学・習分

習1情報管理演

情報管理・療 習1

習"情報管理演

般酬制度詮

報酬請求演習1療

報酬請求演習11

事務作業論師

飾事務作業演習

医療事務

医銃計

医惰報

医擦惰報学11

医療惰毅システム

医疫情報システム演

情報管理論

情報システム学1

惰報システム学"

医経データペース演冒

医経惰報処理演習

経総合演習

ピジネスマナー・接遇演習

医療ボランティア
医施設管理実事前演習

施設管実

フィールドワーク

インターンシップ!

インターンシップ11
医療経営演 1

医経 演"

門演

門演

配当年次

位融

必選自教

修択由授

専任教等の配置

兼1

講助助

師教手

【令和2年度】

授業科目の名称

学入門

医療制度論

牡会保詮

医学・医療概論

関連法規

医学用語論

情報システム学入門

病眺管

処演胃

小計四科目)

詮

配当年次

医療と経組

人的源管理論

と人的資源管理

非営利組経営論

経営礎数学

経営科学

生産管理論

医疫経科学

マネジメント論

医療器と物品管理

医療施設築計画論

医療福祉ユニバーサルデザイン

簿記論

1己;習

会計学

財務管理論

経営情報処理」習

管理会計

非営利事業会計詮

ミクロ経済学

マクロ紐済学

公共経済学

医療経済学

地域医システム論

医療コミュニケーション論

マーケテ'ング論

医痩とマーケティング

とりスクマネジメント

医擦と流通

産業論

戦略論

と経営戦略

人件槽造学

メディカル・イングリッシュ

臨床医学 1

陣床医学"

序床医学Ⅲ

降床医学Ⅳ

愉理

公衆衡生学

藁学概論

疾病分顕学1

病分類学1

病分顕学」

療情報管 1

情紹管理演習 11

診療情報管理演習Ⅲ

細酬制度詮

診療報酬請求演舌1

粗酬鯖求演習"

医師事務作業論

医師事務作業演習

医療事務概論

医探 学

医 学1

惰報学"医

医療情報システム

医情報システム演習

情報管理論

報システム学1

情報システム学"

医療経営データベース演習

医療経情報処理演

医療経総合演習

ビジネスマナー・接遇演習

医療ボランティア

医療施設管理実事前演

施設管理実

フィールドワーク

インターンシップ1

インターンシップ"
医療経演 1

経 Ⅱ'

門演

門演習"

位数

必選自教

修択由授

任教員等の配窒

請助助

師教手

兼1

兼1


